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年
齢
や
性
別
、
国
籍
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
「
誰

も
が
、
自
分
ら
し
く
、
幸
せ
に
そ
し
て
元
気
に
生

き
る
こ
と
」
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る

か
け
が
え
の
な
い
権
利
で
あ
り
、
当
た
り
前
の
こ

と
だ
と
誰
も
が
思
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
今
も
な
お
誰
か
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
、

社
会
的
な
風
潮
や
習
慣
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
問
題
の

背
景
に
は
、
人
権
問
題
を
「
自
分
に
は
関
係
な
い
」

な
ど
と
、
軽
視
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
一
人
一
人
の
人
権
を
尊
重
し
て

い
く
た
め
に
も
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
人
権
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
「
世
界
人
権
デ
ー
」
と
「
人
権
週
間
」

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
昭
和
23
（
１
９
４
８
）
年

12
月
10
日
に
国
際
連
合
第
３
回
総
会
で
、
誰
も
が

生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
自
由
と
平
等
を
守

る
た
め
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
、
こ
れ

を
記
念
し
て
毎
年
12
月
10
日
を
「
世
界
人
権
デ
ー
」

と
定
め
ま
し
た
。
ま
た
日
本
で
は
、「
世
界
人
権
デ

ー
」
を
最
終
日
と
す
る
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
、
そ
の
期
間
中
、
各
関
係
機
関
や
団
体
の

協
力
の
下
、
人
権
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

人
権
と
は
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
生
ま
れ
な
が

ら
に
持
っ
て
い
る
、
幸
せ
に
生
き
る
た
め
の
権
利

で
す
。
し
か
し
、
い
じ
め
や
虐
待
、
性
被
害
な
ど

の
こ
ど
も
の
人
権
問
題
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

人
権
侵
害
、
障
が
い
の
あ
る
人
や
外
国
人
、
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
ど
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
、
部

落
差
別
（
同
和
問
題
）、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
と
い
っ

た
多
様
な
人
権
問
題
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
に
は
、
私
た
ち
一
人
一

人
が
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
、
自
分
以
外
の
「
誰

か
」
の
こ
と
で
は
な
く
、自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
、

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
の
認

識
を
深
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

人
権
週
間
は
、
家
庭
・
職
場
・
学
校
な
ど
多
く

の
場
面
で
、
家
族
や
友
だ
ち
、
み
ん
な
で
人
権
を

考
え
る
１
週
間
で
す
。
芦
屋
町
で
も
人
権
ま
つ
り

や
街
頭
啓
発
、
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
人
権
に
触
れ
、
思
い
や
り
の
心
を
持
つ
と

と
も
に
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
の
大
切

さ
を
知
り
、
人
権
へ
の
配
慮
で
あ
ふ
れ
る
地ま

ち域
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

12月４日から10日までは人権週間です

お互いが尊重される

地
ま ち

域づくりを目指して

みんなで人権を
考えてみるっちゃ
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いじめ０宣言

　私は、「いじめ 0宣言」という学校の活動でいじ
めについてよく考えました。
　私たちの学校では、いじめをされたらどんな気持
ちになるのかをよく考えて話し合いました。その結
果、「相手の気持ちを考えた言葉と行動を大切にす
る」という宣言をしました。この宣言から私は、言
葉を発する時には、まず相手の気持ちを考えたいと
思いました。
　私は、「いじめ 0宣言」の活動でもう一度、いじ
めについて調べました。すると「いじめの構成」で
被害者、加害者のほかに観衆と傍観者もいると分か
りました。私は、被害者、加害者のほかにもいてびっ
くりしました。
　道徳の時間にもいじめに関する文章が出てきま
した。例えば、「他の人もやっていたからたたいた」
や「この人は何も言わないから悪口を言った」など、
他の人のせいにしたり、被害者が何も言わないから
悪口を言ったりしていました。私は、それを見て「他
の人がやっていたら自分もしていいの？」や「何も
言わないから悪口を言ってもいいの？」と言いたく
なりました。
　私は、このことから、いじめは自分にされたらも
ちろんいやだし、相手もいやだということを、よく
考えることが大切だと思いました。
　私は、世の中にはいじめをずっとされて、学校に
これなくなってしまう人や、自殺までしてしまう人
がたくさんいることを先生から、聞きました。
　私は、そのことを知って「いじめ 0宣言」の個
人の目標に「いじめをされている人を見たら見てみ
ぬふりせず、すぐに先生に言う」という目標を立て
ました。
　私は、周りの人が見てみぬふりをせず、先生に言
えば、いじめがなくなると思います。
　私は、これからいじめがなくなるように、すぐに
先生に言うことや、自分もされていやなことは相手
にもしないことを守っていきたいです。
※�この記事は、町内の小中学生が「人権」をテーマ
に作成した作文で、提出された作文の中から芦屋
町人権・同和教育研究協議会が選考したものを掲
載しています。

■第 26回芦屋町人権まつり

▽�とき　12 月７日土・午前 10時 30
分～午後３時

▽ �ところ　町民会館

▽ �内容　
⃝人権講演会
　�【テーマ】　認め合う心～ガラスの
壁を越えて～
�　�【講師】　松本 久美子さん（フリー
アナウンサー・人権擁護委員）
⃝�青少年の主張大会　
　�　芦屋町の小中学生が学校・家庭・
地域などの関わりの中で、日頃考
えていることや、感じていること
を発表します。
⃝�ふれあいイベント
　�　各種団体によるバザーや催物、
人権啓発パネル、小中学生の人権
作品などを展示します。

※�詳しくは、広報あしや12月号に折
り込んでいるチラシを見てください。

■人権啓発パネルの展示

▽ �とき　12月２日月～ 10日火

▽ �ところ　役場１階ロビー

▽ �問い合わせ　社会教育係
　（☎２２３‐３５４６）

芦屋町人権・同和教育研究協議会

▽�問い合わせ　社会教育係（☎２２３‐３５４６）

人権週間の行事
差別をなくすために  第 474 号

�山鹿小学校６年　浦部　彩花
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12 月３日火～９日月は  　障害者週間です

▽ �問い合わせ　障がい者・生活支援係　（☎２２３‐３５３０）

　障がい者の虐待は、特定の人や家庭、場所ではなく、どこでも起こりうる問題です。虐待をして
いる人の側に、それが虐待であるという認識がない場合があります。また、虐待をされている人が、
虐待を受けていると認識できずに、自分から被害を訴えられない場合があります。そのため、周囲
の人がこの問題を認識し、小さな兆候を見逃さずに早期に発見することが大切です。
　虐待かどうかの判断が難しい場合でも、「何か困っているようだ」「様子がいつもと違う」といっ
た “気付き” でもよいので、何かあれば情報をお寄せください。早めの気付きが問題の深刻化を防
ぐきっかけになります。なお、通報や届け出をした人の情報は守られます。

みんなで障がい者虐待を防ぎましょう★

④

　障害者週間は、障がいのある人の福祉への関心と理解を深めるとともに、障がいのある人が
社会や経済、文化などあらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的として
います。
　「障がい」は、その人の体や心にある「機能の障がい」と「社会的障壁」
の両方でつくり出されています。障がいを正しく理解し、日常生活や社会
活動のなかでサポートすることで、障がいのある人の社会参加の機会が広
まります。一人一人が障がいに関しての知識を深め、物理的・心理的なバ
リアをなくしていくことが大切です。
　芦屋町では障害者週間にあわせて、芦屋町図書館内に関連図書コーナー
を設置し、障がいのある人に関する啓発を行います。
※�社会的障壁とは、障がいのある人が日常生活や社会生活を営むうえで妨げとなるような、制
度や偏見などです。

★障害者週間

広報あしや　2024.12

　平成 28年に施行された「障がいを理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別
解消法）」を踏まえ、平成 31年３月に「芦屋町障がいを理由とする差別の解消の推進に関する
条例（芦屋町障がい者差別解消条例）」を制定しました。
　この条例は、障がいを理由とする差別の解消に向けた町の責務、事業者、町民の役割などを
定めていますが、障害者差別解消法が改正され、令和６年４月１日から事業者による合理的配
慮の提供が義務化されることなどに伴い、令和６年３月に条例の一部を改正しました。
　条例では、障がいを理由とする差別を「不当な差別的取り扱い」と「合理的配慮をしないこと」
と定義し、差別の解消に向けて次のことを定めています。
⃝不当な差別的取り扱いの禁止
　�　障がいのある人に対して、正当な理由なく、障がいを理由として、
サービスの提供を拒否することや、場所や時間帯などを制限するこ
と、条件を付けることなどは禁止されています。
⃝合理的配慮の提供
　�　障がいのある人から、何らかの対応や配慮をしてほしいとの意思
が示された場合に、負担が重すぎない範囲で対応することが求められます。
　　私たち一人一人が障がいを正しく理解し、障がい者差別のない町を目指しましょう。

芦屋町障がい者差別解消条例を知っていますか★



防ごう！高齢者虐待
◦高齢者虐待をなくすために
　�　高齢者（65歳以上）虐待は、養護者（世話をする人）が「虐待をしている」とい
う自覚がない場合が多くあります。一人で、または家族で頑張りすぎていませんか。
介護は、長くなるほど心身に負担がかかります。高齢者が尊厳を持って安心して暮
らすために、高齢者やその家族を支援し、虐待をなくしていきましょう。

◦地域で高齢者を見守りましょう
　�　高齢者や介護をしている人たちが孤立しないように温かく見守り、支え合ってい
きましょう。
　�　高齢者に医療や介護サービスなどの適切な対応を行うことで、介護負担も軽くな
ります。無理をせず、サービスや制度を利用して負担を減らすようにしましょう。
また、「虐待かもしれない」と思った場合も相談してください。秘密は守られますの
で安心してください。

▼ �問い合わせ　�芦屋町地域包括支援センター（役場福祉課内）
　　　　　　　（☎２２３‐３５８１）

⑤ 広報あしや　2024.12

◦高齢者虐待のサインの例

□��排泄に失敗した罰とし
て、下半身を裸にさせら
れている

□��入浴や体を拭くなどの
世話をめっ
たにしても
らえない

□��住居がごみだらけだっ
たり、異臭がしたりす
る

□��養護者が高齢者に対し
て過度に乱暴な口のきき
方をする

□��訪問しても高齢者に会
えない、また
は会おうとす
ると養護者か
ら嫌がられる

□��家から高齢者や家族の
怒鳴り声や悲鳴などが
聞こえる

□�高齢者が管理
できるのにお
金を使わせて
もらえない

□�体にやけどや傷がみら
れる

□�「家にいたく
ない」「怒ら
れる」などの
訴えがある

□��急におびえた
り、恐ろしが
ったりする



第
67
回
町
民
体
育
祭

一
致
団
結
！
～
み
ん
な
で
創
る
体
育
祭
！
～

ASHIYA
SPORTS
FESTIVAL
2024
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　あなたの周りで起きた出来事や楽しい
話題、イベントなどの身近な情報をお待
ちしています。

▽問い合わせ　シティプロモーション係
　（☎２２３‐３５７１）

ま ち の わ だ い

　日本モーターボート選手会福岡支部が芦屋町にある２つのこども食堂支援
のためにチャリティーオークションを行い、収益金を寄付しました。オーク
ションでは同支部の川上剛

たけし

選手らと、福岡ソフトバンクホークスで本事業
に賛同した柳

やなぎた

田悠
ゆう き

岐選手らのサイン入りグッズが出品されまし
た。柳田選手からの「少しでもこどもたちの力になりたい」と
の伝言を紹介した川上選手は「今後も支援を続けていきたい」
と話していました。にじいろ食堂代表の岩崎さん（山鹿）は「一
升炊きの炊飯器でも間に合わないくらい、こども食堂に来る子
が増えている。必要な設備を整えるなど、ありがたく活用させ
てもらいたい」と話していました。

� ９月 13日　モーターボート選手会福岡支部が芦屋町のこども食堂に寄付
オークションの収益金 135万円分を寄付オークションの収益金 135万円分を寄付

� ８月 11日～ 20日　芦屋中学校ホームステイ事業
飛行機降りたらAll　English ！飛行機降りたらAll　English ！

　６年ぶりに芦屋中学校の生徒 8 人が、オーストラリアへ 10 日間のホ
ームステイに旅立ちました。出発式で「多文化社会のオーストラリアで
文化の違いを学び、視野を広げたい」「人前で話すのが苦手なので積極
的にコミュニケーションをして、語学力と自信をつけたい」と話してい

た生徒たち。報告会では「わからない言葉があってもジェスチャ
ーや表情を工夫することによって自分でもコミュニケーションで
きることを学んだ」「リスニング力が特に上がった。将来オース
トラリアで働く夢に一歩近づけたと思う」と話すなど、一回り大
きく成長した姿を見せてくれました。

� ９月21日～ 23 日　八朔特別呈茶 
こどもの健やかな成長を願う特別呈茶こどもの健やかな成長を願う特別呈茶

　こどもの健やかな成長を願う八朔の節句を祝い、芦屋釜の里ではわら馬が立礼
席に展示され、大茶室で特別呈茶が行われました。22、23 日には創立 20 周年

を迎える西日本シティ銀行の職員がオリジナ
ル菓子のプレゼントと呈茶を行いました。同
銀行の職員は「20 周年を迎えられたお礼と
して職員一同で地域貢献の企画をした。知ら
なかった芦屋町の魅力に気づくきっかけにも
なった。釜の里はリニューアル後にもまた来
たいと思った」と話していました。

広報あしや　2024.12 ⑧



� ９月15日　町内一斉清掃
みんなで町をきれいにみんなで町をきれいに

　暑さが和らいできた日曜日、半年に一度の町
内一斉清掃が行われました。こどもから高齢者
まで参加し、重たいごみ袋を達成感に満ちた表
情で見せてくれました。

懐かしい芦屋町の風景でノスタルジックに懐かしい芦屋町の風景でノスタルジックに
� ９月 28日～ 10月 20日　ギャラリーあしや特別展
　ギャラリーあしやで芦屋町在住の画家、田代桂子さんの個展

が行われました。今回の展示では 50
点を超える水彩画・油彩画をはじめ、
旅先で出会った風景を描いた作品を展
示していました。また、今では見るこ
とができない懐かしい芦屋町が描かれ
た作品も見ることができました。

「パンどろぼう」や「しろくま」シリーズが大人気「パンどろぼう」や「しろくま」シリーズが大人気
� ９月 29日　芦屋町図書館講演会「柴田ケイコのゆかいな絵本の世界」 
　中央公民館で、絵本作家の柴田ケイコさんの講演会
が行われました。絵本の世界の話、柴田さん本人によ
る読み聞かせなどが行われ、大人もこどもも目を輝か
せていました。たくさんの来場者に囲まれた柴田さん
は「こんなに私の本のことを知ってくれてうれしいで
す」と話していました。来場者は「作家さんの話や、
作品の誕生秘話が聞けて良かった」と話していました。
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犯
罪
被
害
者
週
間
と
相
談
窓
口

11
月
25
日
月
～
12
月
１
日
日

　
毎
年
11
月
25
日
～
12
月
１
日
は
、
犯
罪
の

被
害
に
遭
っ
た
人
へ
の
理
解
や
被
害
者
支
援

の
必
要
性
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
「
犯

罪
被
害
者
週
間
」
で
す
。

【
犯
罪
被
害
者
相
談
窓
口
】

　

犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
人
の
心
の
ケ
ア
を
行

う
相
談
窓
口
で
す
。
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

少
し
だ
け
で
も
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦�

福
岡
県
警
察
本
部
内 

心
の
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン

　

�

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
45
分
に
、

　
女
性
の
臨
床
心
理
士
が
対
応
し
ま
す
。

　
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
３
２
‐
７
８
３
０
）

◦�

性
犯
罪
被
害
相
談
電
話
全
国
共
通
番
号

　
（
☎
♯
８ハ

ー

ト
１
０
３さ

ん

）

※�

24
時
間
対
応
で
、
女
性
の
臨
床
心
理
士
と

女
性
警
官
が
対
応
し
ま
す
。
た
だ
し
、
平

日
夜
間
、
土
・
日
・
祝
休
日
は
男
性
警
官

が
対
応
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
折
尾
警
察
署
総
務
第
一
課

被
害
者
支
援
・
相
談
係
（
☎
６
９
１
‐
０

１
１
０
）

介
護
の
お
仕
事
復
帰
セ
ミ
ナ
ー

　
あ
な
た
の
持
つ
資
格
を
生
か
し
て
、
介
護

分
野
に
再
就
職
を
し
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
【
北
九
州
地
区
】
12
月
11
日
水
・

午
前
11
時
～
午
後
４
時

※
正
午
～
午
後
１
時
は
昼
食
休
憩

▽�

と
こ
ろ　
【
北
九
州
地
区
】
ウ
ェ
ル
と
ば

た
（
戸
畑
区
汐し
お
い井
町
）

▽
内
容　
介
護
技
術
の
復
習
（
講
義
・
実
技
）

▽�
対
象　
介
護
福
祉
士
か
介
護
関
係
研
修
課

程
修
了
者
で
、
現
在
、
介
護
分
野
に
就
業

し
て
い
な
い
人

▽
定
員　
20
人

▽
参
加
費　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
５

８
４
‐
３
３
１
０
）

シ
ニ
ア
の
た
め
の

起
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
起
業
し
た
い
け
ど
、
何
を
し
た
ら
よ
い
の

か
わ
か
ら
な
い
、
失
敗
し
た
ら
不
安
、
ど
の

よ
う
な
事
業
や
法
人
の
形
態
を
選
べ
ば
よ
い

の
か
わ
か
ら
な
い
な
ど
の
理
由
で
あ
と
一
歩

を
踏
み
出
せ
な
い
人
へ
の
一
助
と
な
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▽�

対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
起
業
に

興
味
が
あ
る
人

▽�

と
き　
令
和
７
年
１
月
15
日
水
・
午
後
１

時
30
分
～
５
時

▽�

と
こ
ろ　
福
岡
県
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ

ー
２
０
２
会
議
室
（
福
岡
市
博
多
区
）

▽�

内
容

①
起
業
し
た
い
人
の
た
め
の「
起
業
ネ
タ
探
し
」

②�

創
業
計
画
・
資
金
計
画
・
収
支
計
画

③
労
働
者
協
同
組
合

▽
定
員　
70
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
福
岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ
レ
ン

ジ
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
４
３
２
‐

２
５
１
２
）

芦
屋
海
岸
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
終
え
て

　

拾
っ
て
も
拾
っ
て

も
、
上
流
域
か
ら
流

れ
て
く
る
ご
み
。
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
、
空
き

缶
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
な
ど
凄
ま
じ
い
ご

み
が
芦
屋
海
岸
・
洞

山
や
岩い
わ
や屋
海
岸
に
漂

着
し
、
ま
た
響ひ
び
き
な
だ灘
へ

と
流
出
し
、
芦
屋
海
岸
の
観
光
と
漁
業
資
源

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
…
…
か
つ
て
の

ご
み
の
惨
状
を
パ
ネ
ル
や
ス
ラ
イ
ド
映
写
で

流
域
の
環
境
保
護
団
体
、
自
治
体
に
訴
え
続

け
た
結
果
、「
海
は
森
の
恋
人
」
と
い
う
理

念
を
持
つ
「
遠
賀
川
流
域
住
民
の
会
」
の
心

に
響
き
、
清
掃
活
動
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
22
回
目
と
な
る
芦
屋
海
岸
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
約
４
０
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
地
元
、
芦
屋
町
の
自
然
を
守

る
会
と
洞
山
保
存
会
は
、
大
勢
の
参
加
者
の

受
け
付
け
や
各
班
の
道
案
内
を
行
い
、
清
掃

活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

�

芦
屋
の
自
然
を
守
る
会

小
児
慢
性
特
定
疾
病
を
も
つ

こ
ど
も
の
親
の
つ
ど
い

　
小
児
慢
性
特
定
疾
病
を
も
つ
子
の
就
学
に

つ
い
て
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
先
生
の
講
演

や
、
保
護
者
の
体
験
談
を
聞
き
、
親
同
士
で

思
い
を
共
有
し
な
が
ら
、
よ
り
前
向
き
な
日

常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な
つ
ど
い
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

▽�

と
き　
12
月
18
日
水
・
午
後
１
時
～
３
時

（
受
け
付
け
は
午
後
０
時
30
分
か
ら
）

▽�

と
こ
ろ　

福
岡
県
粕
屋
総
合
庁
舎
３
階

（
福
岡
市
東
区
）

※
同
時
に
W
e
b
開
催
も
あ
り
ま
す
。

▽�

対
象　
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の
こ
ど
も
と

そ
の
家
族
、
市
町
村
職
員
な
ど

※�

こ
ど
も
の
同
伴
は
可
能
で
す
。
託
児
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▽�

申
し
込
み　

12
月
11
日

水
ま
で
に
２
次
元
コ
ー

ド
か
ら

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
宗
像
・
遠
賀
保
健

福
祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進
課
健
康
増
進

係
（
☎
〈
０
９
４
０
〉
３
６
‐
２
３
６
６
）

みんなの

ひろば

福岡県社会福
祉協議会福祉
人材センター

小児慢性特定
疾病のつどい
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●
浜は

ま

木ゆ

う綿
俳
句
会

藁わ
ら

馬
の
武
者
は
女め

の
子
や
い
わ
し
雲

�

池
田
千
恵
子

彼ひ
が
ん
ば
な

岸
花
咲
く
教
会
の
案あ

な
い内
板ば

ん

�

吉
住　
利り

え枝

曼ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

殊
沙
華
平へ

い
け家
を
悼い

た

む
石せ

き
と
う
ぐ
ん

塔
群

�

小
川　
雪
野

縄
文
よ
り
漁
継
ぐ
集
落
鳥
渡
る

�

池
田　
幸ゆ

き
と
し利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

秋
澄
む
や
被ひ

だ
ん
き
ょ
う

団
協
へ
の
平
和
賞

�

田
尾
三
千
枝

幣ぬ
さ

張
れ
ば
草
木
み
な
神
秋
祭
り

�

縄
田　
惠
子

定じ
ょ
う
や
ど宿は
阿あ

そ蘇
の
山さ

ん
ろ
く麓
花
す
す
き

�

仲
山
ク
ニ
子

国く
に
び引
き
の
神
も
舞
降
り
秋あ

き
た
い
さ
い

大
祭

�

桐
山　
美よ

し
え枝

●
水み

ず
く
き茎
短
歌
会

風
そ
よ
ぎ
揺ゆ

れ
る
コ
ス
モ
ス
咲
き
み
だ
れ

空
家
の
庭
は
淡
く
染
ま
り
ぬ

�

村
上　
一か

ず
え惠

枝
先
の
青
き
甘あ

ま
な
つ夏
台
風
に

ゆ
さ
くゆ

さ

揺ゆ

れ
し
も
落
ち
る
こ
と
な
し

�

田
中
勢せ

つ

こ
津
子

変
化
な
き
独
り
ぐ
ら
し
の
夕ゆ

う
ぐ暮
れ
に

歌
っ
て
お
り
ぬ
「
ゆ
う
や
け
こ
や
け
」

�

後
藤　
征ゆ

き
こ子

う
す
紅
の
夏な

つ
ず
い
せ
ん

水
仙
の
群
れ
咲
き
し

な
だ
り
に
朝
の
風
の
爽
や
か

�

麻
生　
清き

よ
こ子

婚活マエストロ
� 宮

みや
島
じま
　未

み な
奈　著  

　40 歳の三文ライター・
猪
い な が わ
名川健人は、時代遅れの

婚活事業会社の紹介記事を
書く仕事を引き受ける。手
作り感あふれる地味なパー
ティーに現れたのは、場違
いなほどの美女・鏡

かがみはら
原奈緒

子。進行役の彼女は婚活業
界では名を知らぬ者はいな
い〈婚活マエストロ〉だった。

俳
句
・
短
歌

■休館日　�２日月、９日月、16日月、23日月、
26日木、29日～令和7年１月３日金

芦屋町図書館
（☎２２３‐３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん 12月

と　き 　　出　演・催　し　　
４日水 赤ちゃんおはなし会たっち
14 日土 お話しポケット
22 日日 にじの会
※時間はいずれも午前 11時から
※�８日日の定例おはなし会は、「冬の特別おは
なし会」開催のためありません。

�
△

ところ　おはなしのへや

定 例 お は な し 会

新 着 図 書

注目の一冊

　図書館は年末年始は休館です。そのため、通常 10
冊までの貸出冊数を無制限とします。この機会に、
長編小説や全集、絵本などをたくさん借りて読書を
楽しんでみませんか。

▽ �期間　12月10日火～28日土、１月４日土～13日月
※ �1 月 15 日水～ 24 日金は蔵書点検のため休館し
ます。

貸出冊数無制限

【一般書】
五
ごよう
葉のまつり 今村　翔

しょうご
吾� 著

気の毒ばたらき 宮部　みゆき� 著
架
か く う は ん

空犯 東野　圭
けいご
吾� 著

音のない理髪店 一
いっしき
色　さゆり� 著

【児童書】
チカクサク 今井　恭

きょうこ
子� 作

おおなわ　跳びません 赤
あかはね
羽　じゅんこ� 作

こてんちゃんがきた！ いとう　みく� 作
もう　ねむる　じかん エイミー・ヘスト�作
はじめてのクリスマス マック・バーネット�作

　大型絵本の読み聞かせや舞台を使ったペープサー
トなど、「冬の特別おはなし会」を楽しんでください。

▽ �とき　12月８日日・午前 10時 45分～正午

▽ �ところ　中央公民館２階

▽ �定員　50人（事前申し込み先着順）

▽ �申し込み　11月 1日から定員に達するまで、図書
館カウンターまたは電話で受け付け
※�定員に満たない場合は、当日参加ができます。

▽ �出演者　図書館ボランティア（にじの会、めるへ
ん、おはなしトントン、お話しポケットほか）

図書館からおはなしのプレゼント
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▽ �問い合わせ　健康づくり係
（☎２２３‐３５３３）

あしや

健
幸な町

を知っていますか
オーラルフレイル

　歯と口の働きには、「噛む」・「飲み
込む」・「話す」などがあります。その
働きが軽度に衰えた状態を「オーラル
フレイル」といいます。全身の機能の
衰えに大きく関わると言われ、要介護
状態を早めてしまう重大な要因の一つ
です。
　オーラルフレイルは、早めに気づき
対策を行うことで改善できます。予防
とともに、そのサインを見逃さないこ
とが大切です。

健康 フレイル 要介護

心
身
の
機
能

加 齢

質問項目 はい いいえ

半年前と比べて、堅いものが食べにくくなった ２ ０

茶や汁物でむせることがある ２ ０

義歯を入れている ２ ０

口の乾きが気になる １ ０

半年前と比べて、外出が少なくなった １ ０

さきイカ・たくあん程度の堅さの食べ物を噛むことができる ０ １

１日に２回以上、歯を磨く ０ １

１年に１回以上、歯医者に行く ０ １

オーラルフレイルセルフチェック表
８つの質問に答え、合計点でオーラルフレイルの危険度をチェックしてみましょう。

合計の点数が�０～２点　オーラルフレイルの危険性は低い
　　　　　　３点　　　オーラルフレイルの危険性あり
　　　　　　４点以上　オーラルフレイルの危険性が高い
出典：東京大学高齢社会総合研究機構　田中友規、飯島勝矢
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オーラルフレイルを予防するためには
　口の些細な衰えを「歳のせい」と諦めず、日常生活を見直すことがオーラルフレイル対策につなが
ります。

２．口の中を清潔に保つ
①毎食後、歯みがきをする
②歯ブラシのほかに、歯間ブラシなどの歯間清掃用具も使う
③定期的に歯科医院を受診する
　下記の年齢の人は「けんしん」を受診できます。受診する際は、「受診券」が必要です。

受診期限 対象者 受診費用 内容

歯周病検診 令和 7 年
2 月末

20・30・40・50・
60・70 歳になる人 600 円 問診、歯科健康診査、

歯周組織検査、歯科保健指導

後期高齢者
歯科健診 12 月末 76 ～ 80 歳になる後期

高齢者医療被保険者 300 円
問診、口腔

くう
内診査、口腔機能

診査（頬
ほほ

の膨らまし検査・
反復唾液嚥

え ん げ
下テスト）

３．口の体操
　下記のとおり、食前にゆっくり２回ずつ行います。
　口の体操は、唇や頬、口周りや舌の筋力アップにつながり、唾液がよく出るようになり、舌がなめ
らかに動いて食べ物を飲み込みやすくなります。
　「話す」と「食べる」は、ほぼ同じ器官を使うため、声を出す、おしゃべりをする、歌をうたうことでも、
口腔機能の維持につながります。

出典：福岡県
歯科衛生士会

１．噛む力を維持する
①１口 30回以上噛んで食べる　まずは食事の１口目を 30回噛むことから始めてみましょう。
②いろいろな切り方を使う　 食材の切り方によって食べるときに使う歯が変わります。
・スティック状　→　前歯でかじりとる、そのあと奥歯で噛む
・うす切り　→　前の方の歯を使う
・乱切り　→　舌を動かして、奥歯でしっかり噛む
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私たちの手で支えあいの地域をつくる

▽ �問い合わせ　芦屋町社会福祉協議会
　（☎２２２ ‐ ２８６６）

　高齢者の一人暮らし世帯や高齢者夫婦のみの世帯が増えています。高齢者だけでの生活を支え
るには、介護保険などの公的なサービスだけでは行き届かないところがあります。
　芦屋町には、調理や買い物が困難な一人暮らしの高齢者などの在宅生活を支える福祉サービス

「高齢者等配食サービス事業」があります。
　今回は、この配食サービスを支えているボランティアグループ「八朔の会」を紹介します。

～高齢者の在宅生活の食を支える『八
はっさく

朔の会』 ～

■八朔の会
　昭和 61 年に給食サービスとして発足したボランティア団体です。手をつなぐリボンの会の団体
の一つとして、調理や買い物が困難な一人暮らし高齢者などのために、弁当を調理して届ける活
動をしています。

⑭

■地域を支えるボランティアに参加してみませんか？
　地域の中で困っている人を支えるためには、一人でも多くのボランティアが必要です。八朔の
会以外でもさまざまなボランティア活動がありますので、八朔の会やその他のボランティア団体
に参加して、仲間づくり・社会奉仕に取り組んでみませんか。
　普段の暮らしの中で空いた時間がある、ボランティア活動に興味のある人は、社会福祉協議会
に連絡してください。
▷八朔の会・ボランティア活動などに関する問い合わせ
　芦屋町社会福祉協議会（☎２２２‐２８６６）

■調理班と配食班に分かれて活動
【調理班】
　町の事業では、月・水・金曜日の週３回配食を行っていて、
八朔の会は毎週水曜日、中央公民館の調理室で弁当の調理を行
っています（月曜日と金曜日は、専門の事業者が調理します）。
１班あたり約 10 人（３班構成）のボランティアが、１回あた
り３時間程度、手分けして８種類のおかずを作り、盛りつけを
しています。

【配食班】
　月・水・金曜日の週３回、各家庭へ弁当を配達しています。
弁当には町内の小学生からの手紙を添えていて、手紙を楽しみ
にしている人から元気をもらったとの声もあります。配達時に
ボランティアと利用者が笑顔で交流することで、見守り活動も
兼ねています。

広報あしや　2024.12



広報あしや　2024.12

こ
ど
も
の
将
来
の
た
め
に
、

正
し
い
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う

　
こ
ど
も
が
将
来
社
会
に
出
た
と
き
の
こ
と
を
考

え
て
、「
正
し
い
し
つ
け
を
し
た
い
」
と
考
え
て
い

る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
保
護
者
が
こ
ど
も
へ
生
活
習
慣
や
社
会
で
の
ル

ー
ル
を
教
え
る
た
め
に
行
う
の
が
、
し
つ
け
で
す
。

し
つ
け
に
は
、
1
正
し
い
判
断
を
す
る
た
め
の
基

準
を
教
え
る
、
2
繰
り
返
し
行
っ
て
経
験
を
積
み
、

さ
ま
ざ
ま
な
動
作
を
一
人
で
で
き
る
よ
う
に
な

る
、
3
集
団
生
活
や
社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
の

練
習
、
な
ど
の
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
ど
も
の
と
き
か
ら
教
え
た
い
、
基
本
的
な
し

つ
け
を
紹
介
し
ま
す
。

①
あ
い
さ
つ
な
ど
の
マ
ナ
ー　
あ
い
さ
つ
は
、
初

対
面
の
人
や
会
話
が
苦
手
な
人
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。
逆
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
な
い
と
相
手

に
誤
解
を
与
え
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

よ
り
良
い
人
間
関
係
を
築
く
た
め
に
も
あ
い
さ
つ

は
重
要
で
す
。
あ
い
さ
つ
の
ル
ー
ル
の
ほ
か
、
ど

の
よ
う
に
あ
い
さ
つ
を
す
れ
ば
相
手
が
気
持
ち
よ

い
か
も
合
わ
せ
て
教
え
ま
し
ょ
う
。

②
社
会
で
の
ル
ー
ル　
「
お
店
の
な
か
で
は
走
り

回
ら
な
い
」「
図
書
館
で
は
静
か
に
す
る
」
な
ど
の

社
会
の
ル
ー
ル
は
、
社
会
で
生
き
る
人
み
ん
な
が

気
持
ち
よ
く
過
ご
す
た
め
に
あ
り
ま
す
。「
み
ん
な

が
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
」
を
い
つ
も
考
え
て
行
動
で
き
る
大
人
に
な
れ

る
よ
う
に
、
社
会
で
の
ル
ー
ル
を
少
し
ず
つ
教
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

③
時
間
を
守
る
こ
と　
大
人
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

時
間
を
守
れ
な
い
だ
け
で
周
囲
か
ら
の
信
用
を
失
う

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
小
さ
な
頃
か
ら
少
し
ず

つ
、
時
間
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

④
わ
が
ま
ま
な
ど
の
他
人
と
の
関
わ
り　
わ
が
ま

ま
と
は
「
他
人
の
こ
と
を
考
え
ず
自
分
の
都
合
の

み
で
行
動
す
る
こ
と
」「
身
勝
手
」「
自
分
勝
手
」

な
こ
と
を
指
し
ま
す
。
こ
ど
も
の
わ
が
ま
ま
な
行

動
は
、
感
情
面
が
未
発
達
の
た
め
相
手
の
気
持
ち

を
客
観
的
に
考
え
る
こ
と
や
、
自
分
の
感
情
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
か
ら
来
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
わ
が
ま
ま
を
言
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
こ
ど
も
が
自
分
の
気
持
ち
を
保
護

者
に
理
解
し
て
ほ
し
い
こ
と
か
ら
ぐ
ず
っ
た
り
、

駄
々
を
こ
ね
た
り
す
る
の
で
す
。
保
護
者
も
こ
ど

も
の
気
持
ち
を
く
ん
で
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
少
し
ず
つ
「
待
つ
」「
我
慢
」

す
る
こ
と
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

　
近
年
は
、
情
報
が
あ
ふ
れ
、
価
値
観
も
多
様
化
し

て
い
る
時
代
で
す
。
何
を
信
じ
て
し
つ
け
を
す
れ
ば

良
い
の
か
、
混
乱
し
て
し
ま
う
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
保
護
者
が
、
愛
情
一
杯

で
こ
ど
も
た
ち
と
接
す
れ
ば
、
こ
ど
も
は
立
派
に
自

立
し
、
社
会
の
中
で
上
手
に
生
き
て
い
く
力
を
身
に

付
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

▽ �問い合わせ　社会教育係 
（☎２２３ ‐ ３５４６）

すくすく育て
あしやっ子
NO.193

　

９
月
14
日
に

り
ー
ど
ぼ
ら
ん

て
ぃ
あ
キ
ッ
ズ

第
３
回
研
修
会

で
、「
折
り
紙
製

作
・
寄
贈
」
を

行
い
ま
し
た
。

中
間
市
で
折
り
紙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
っ
て
い
る
「
す
み
れ
の
会
」
の
皆

さ
ん
に
会
の
活
動
内
容
を
教
わ
っ
た

後
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
テ
ー
マ
に
折
り

紙
で
か
ぼ
ち
ゃ
や
お
ば
け
、
黒
猫
を

作
り
ま
し
た
。

　
折
り
紙
を
折

っ
た
後
は
、
お

ば
け
や
黒
猫
に

ペ
ン
で
顔
を
描

い
て
い
き
ま

す
。
表
情
は
一

人
一
人
個
性
的

で
、
ぬ
く
も
り
や
温
か
さ
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
飾
り
付
け
を
行
い
ま
し

た
。
ペ
ン
や
シ
ー
ル
な
ど
で
そ
れ
ぞ

れ
好
き
な
よ
う
に
飾
り
付
け
て
い
ま

し
た
。
完
成
し

た
時
は
、「
す

ご
い
！
」や「
早

く
家
族
に
見
せ

た
い
！
」、「
お

家
に
飾
り
た

い
！
」
と
と
て

も
う
れ
し
そ
う

で
し
た
。
ま
た
、
研
修
生
は
、
身
近

な
折
り
紙
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

で
き
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
今
回
製
作
し
た
作
品
は
、
図
書
館

と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
た
ん
ぽ

ぽ
」
に
寄
贈
し
、
10
月
末
ま
で
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
祭
り
や
常
設
展
示
コ
ー
ナ
ー

に
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２
１
‐
１
０

１
１
）

折
り
紙
製
作
・

寄
贈
を
し
ま
し
た

り

ー

ど

通

信

№
55

⑮



年末年始の救急医療はこちらへ
●
内
科
と
小
児
科

▽�

と
き　

12
月
31
日
火
～
令
和
７

年
１
月
３
日
金
・
午
前
９
時
～
11

時
30
分
、
午
後
１
時
～
４
時
30
分

※�

た
だ
し
、
１
月
１
日
水
は
正
午
～

午
後
４
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
遠
賀
中
間
休
日
急
病
セ

ン
タ
ー
（
遠
賀
町
大
字
尾
崎
・
お
ん

が
病
院
内
☎
２
８
２
‐
９
９
１
９
）

※�
乳
幼
児
の
診
療
は
、
専
門
外
の
医

師
が
担
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
必
ず
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

●
歯
科

▽�

と
き　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

▽�

当
番
医
院　

12
月
29
日
日
＝
柴

田
歯
科
医
院
（
遠
賀
町
遠
賀
川

☎
２
９
３
‐
６
８
５
１
）、
30
日

月
＝
ひ
だ
か
歯
科
医
院
（
水
巻
町

吉
田
西
☎
２
０
１
‐
５
２
０
０
）、

31
日
火
＝
沖
永
歯
科
医
院
（
水
巻

町
樋
口
☎
２
０
１
‐
０
７
７
２
）、

１
月
１
日
水
＝
若
松
歯
科
医
院

（
芦
屋
町
中
ノ
浜
☎
２
２
２
‐
３

３
３
３
）、
２
日
木
＝
も
も
ぞ
の

歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
中
間
市
弥
生

☎
２
４
６
‐
２
０
７
０
）、
３
日

金
＝
三
坂
歯
科
医
院
（
中
間
市
太た

賀が

☎
２
４
４
‐
０
３
１
５
）

※�

受
診
前
に
当
番
医
院
に
電
話
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
制
度

　

夜
間
の
急
な
病
気
な
ど
に
適
切

な
助
言
を
行
い
ま
す
。

▽�

相
談
時
間　

月
～
土
＝
午
後
６

時
～
午
後
10
時
、
日
・
祝
日
＝
午

後
５
時
～
午
後
10
時

▽�

電
話
番
号　
２
８
２
‐
９
９
１
９

　
（
遠
賀
中
間
休
日
急
病
セ
ン
タ
ー
）

●
救
急
車
？
病
院
？
迷
っ
た
ら
！  

　
＃
７
１
１
９

　

看
護
師
が
24
時
間
３
６
５
日
体

制
で
ア
ド
バ
イ
ス
や
最
寄
り
の
医

療
機
関
の
案
内
を
行
い
ま
す
。
福
岡

県
救
急
医
療
電
話
相
談
・
医
療
機
関

案
内
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�
と
き　
24
時
間
年
中
無
休

▽�
電
話
番
号　

＃
７
１
１
９
ま
た

は
、〈
０
９
２
〉
４
７
１
‐
０
０

９
９
（
福
岡
県
救
急
医
療
情
報
セ

ン
タ
ー
）

※�

重
症
時
は
迷
わ
ず
に
１
１
９
番

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

　
こ
ど
も
が
急
な
病
気
や
ケ
ガ
で
心

配
な
と
き
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　

平
日
＝
午
後
７
時
～
翌

朝
７
時
、
土
＝
正
午
～
翌
朝
７

時
、
日
・
祝
休
日
＝
午
前
７
時
～

翌
朝
７
時

▽�

電
話
番
号　

＃
８
０
０
０
ま
た

は
、〈
０
９
２
〉
７
３
１
‐
４
１

１
９
（
福
岡
県
小
児
救
急
医
療
電

話
相
談
）

●
Ｑ
助
（
全
国
版
救
急
受
診
ア
プ
リ
）

　
急
な
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
、

該
当
す
る
症
状
を
画
面
上
で
選
択

し
て
い
く
と
、
緊
急
度
に
応
じ
た
適

切
な
対
応
が
表
示

さ
れ
ま
す
。
事
前

に
ア
プ
リ
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
お

く
と
、安
心
で
す
。

�　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
更
に
詳
し
い

情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）

持
っ
て
い
く
も
の

　

健
康
保
険
証
、
高
齢
受
給
者

証
、
医
療
証
（
ひ
と
り
親
家
庭

等
・
こ
ど
も
・
重
度
障
害
者
）、

ま
た
は
診
療
依
頼
書
（
生
活
保

護
世
帯
）

町ホームページ Q助アプリ

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

広報あしや　2024.12芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp ⑯



ま
ち
の
施
設
の
休
み

●�

役
場

▽�

期
間　
12
月
28
日
土
～
令
和
７
年
１

月
５
日
日

●�

芦
屋
釜
の
里
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

セ
ン
タ
ー

▽�

期
間　
12
月
28
日
土
～
令
和
７
年
１

月
３
日
金

●�

中
央
・
山
鹿
・
芦
屋
東
の
各
公
民
館
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
、
図
書
館
、
町

民
会
館
、
各
体
育
施
設

▽�

期
間　
12
月
29
日
日
～
令
和
７
年
１

月
３
日
金

●�

芦
屋
歴
史
の
里

▽�

期
間　
12
月
28
日
土
～
令
和
７
年
２

月
11
日
火
（
L
E
D
工
事
の
た
め
）

年
末
年
始
の

ご
み
と
し
尿
の
収
集
を
休
み
ま
す

●�

ご
み
の
収
集　
12
月
29
日
日
～
令
和

７
年
１
月
３
日
金
は
休
み
ま
す
。

※�

燃
え
る
ご
み
の
収
集
が
火
金
の
地
区

は
12
月
31
日
火
に
収
集
を
行
い
ま
す
。

●�

リ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
の
自
己
搬
入
　

12
月
28
日
土
・
午
後

４
時
30
分
ま
で
受
け

付
け
ま
す
。

※�

12
月
29
日
日
～
令
和
７
年
１
月
３
日

金
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

●�

粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー　
12
月
28
日

土
～
令
和
７
年
１
月
３
日
金
は
休
み
ま
す
。

●�

し
尿
の
収
集　
12
月
28
日
土
～
令
和

７
年
１
月
５
日
日
は
休
み
ま
す
。
臨

時
収
集
を
希
望
す
る
人
は
、
12
月
20

日
金
ま
で
に
、
収
集
業
者
へ
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
収
集
業
者
連
絡
先
】

　

�（
有
）環
整　
（
☎
２
２
３‐０
４
０
２
）

▽�
問
い
合
わ
せ　
ご
み
収
集
＝
環
境
・
公

園
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
８
）、
し
尿
収

集
＝
下
水
道
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
４
９
）

※�
年
始
の
ご
み
収
集
日
は
、
広
報
あ
し

や
１
月
号
（
12
月
20
日
金
か
ら
配
布
）

に
折
り
込
ま
れ
る
「
１
月
の
情
報
カ

レ
ン
ダ
ー
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

交
通
機
関
の
年
末
年
始
ダ
イ
ヤ

▽�

期
間　
12
月
29
日
日
～
令
和
７
年
１

月
３
日
金

●�

北
九
州
市
営
バ
ス
＝
日
曜
・
祝
日
ダ

イ
ヤ
で
運
行

●�

芦
屋
タ
ウ
ン
バ
ス
＝
土
日
祝
日
ダ
イ

ヤ
で
運
行

●�

芦
屋
町
巡
回
バ
ス
＝
運
休

▽�

問
い
合
わ
せ　
北
九
州
市
営
バ
ス
＝

北
九
州
市
交
通
局
向む
か
い
だ田
営
業
所
（
☎

６
９
１
‐
０
１
３
１
）、
芦
屋
タ
ウ
ン

バ
ス
、
芦
屋
町
巡
回
バ
ス
＝
地
域
振

興
・
交
通
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
９
）

園児を募集します
　令和７年４月からの保育所（園）・
認定こども園（保育利用）の新規申
し込みを受け付けます。

▽ �受付期間
　一次申し込み＝12月２日月～令和７年１月　
　10日金
　二次申し込み＝１月 14日火～２月 28日金
※一次申し込みをした人が優先です。
※２月・３月に入所を希望する場合の申し込み
期限は令和７年１月 10日金です。

▽ �入所対象　３カ月児から

▽ 入所要件　①同居の家族が仕事などで保育が
できない家庭②出産や病気、介護、看護など
で保育ができない家庭など

▽提出書類
①�施設型給付費・地域型給付費等教育・保育給
付認定申請書
※�世帯全員のマイナンバーの記載が必要です。

②�保育利用申込書
※�０歳児は母子健康手帳の写しが必要です。
③�マイナンバー確認書類と身元確認書類（保護
者１人分）
④�保育を必要とする証明書類（就労証明書など）
⑤�令和６年１月１日に芦屋町に住んでいない場
合は、その時点の居住地での所得課税証明書
※�提出書類の様式は健康・こども課窓口にあり
ます。また、町のホームページからダウンロ
ードできます。
※�事前に入所を希望する施設の見学を済ませた
うえで、申し込んでください。施設見学は各
施設に直接申し込んでください。
※�町外の保育所、認定こども園（保育利用）を
希望する場合も、芦屋町役場で手続きをして
ください。

▽ �申し込み・問い合わせ　子育て支援係
　（☎２２３‐３５３７）

年
末
年
始
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ス
マ
ソ
る
レ
シ
ピ
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
塩
分
摂
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

福
岡
県
で
は
ス
マ
ー
ト
に
ソ
ル
ト
を

使
う
減
塩
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
T
R
Y
!

ス
マ
ソ
る
？
」
を
進
行
中
で
す
。
福
岡
県

産
の
新
鮮
な
食
材
や
調
味
料
の
工
夫
で

減
塩
で
も
お
い
し
い
料
理
を
作
り
ま
す
。

▽�

と
き　
令
和
７
年
1
月
9
日
木
・
午

前
９
時
30
分
（
受
け
付
け
は
９
時
15

分
か
ら
）
～
午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

定
員　
20
人

▽�

参
加
費　
４
０
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

（
貸
し
出
し
あ
り
）

▽�

申
し
込
み　
12
月
26
日
木
ま
で
に
、
２

次
元
コ
ー
ド
か
ら
。
ま
た
は
健
康
づ
く

り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）
へ

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！
講
座

「
歯
の
健
康
と
食
事
の
話
」

　

歯
の
健
康
は
、
全
身
の
健
康
に
影
響

を
与
え
ま
す
。
自
分
の
歯
で
お
い
し
く

食
べ
る
た
め
に
、
歯
の
健
康
の
こ
と
を

学
び
ま
し
ょ
う
。
歯
科
衛
生
士
・
管
理

栄
養
士
が
話
を
し
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
17
日
火
・
午
前
９
時
30

分
（
受
け
付
け
は
９
時
15
分
か
ら
）

～
午
後
１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具
、
歯
ブ
ラ
シ
、
ハ
ン
カ
チ

▽�

申
し
込
み　

12
月
10
日
火
ま
で
に
、

２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
。

ま
た
は
健
康
づ
く
り

係
（
☎
２
２
３
‐
３

５
３
３
）
へ

ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

芦
屋
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
や
郷
土

料
理
な
ど
を
中
心
と
し
た
調
理
実
習
を

行
い
ま
す
。
年
齢
、
性
別
関
係
な
く
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス

に
配
慮
し
た
健
康
な
食
生
活
と
一
緒
に
、

芦
屋
の
食
文
化
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
12
月
20
日
金
・
午
前
９
時
30

分
（
受
け
付
け
は
９
時
15
分
か
ら
）

～
午
後
１
時

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽
対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
12
人

▽
参
加
費　
４
０
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

（
貸
し
出
し
あ
り
）

12 月の日曜開館日　１日・15日

申し込みフォーム

申し込みフォーム申し込みフォーム

健
康
・
子
育
て

た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー

対象は、就学前のこどもと保護者です。
●問い合わせ　芦屋町子育て支援センター

 「たんぽぽ」（☎２２１‐２５６７）

　 ▽ �とき　12月 18日水・午前 10時～正午
　※町内に住んでいる人のみ予約できます。
　【離乳食の日】（５組限定）
　　管理栄養士による栄養指導と進め方相談
　 ▽ �とき　12 月 10 日火・午前 10 時 30 分～ 11
時 30分

　※ 12月３日火から予約開始
　※�実際には食べませんが、家庭で作った離乳食や
市販のベビーフードの形状や種類などのアドバ
イスをします。

　【たんぽぽ相談】保健師・管理栄養士による相談
　　�12 月の相談日はありませんが、気になること
があれば、気軽に電話をしてください。

� 　 �※次回は、令和７年１月 14日火です。

　※年末年始のお知らせ（たんぽぽのお休み）
　　12月 29日日から令和７年１月３日金まで

♥にこにこ絵本

　 ▽ �とき　12月 2日月・午前 11時～ 11時 30分
♥すくすく広場「栄養の話」（10組限定）

　 ▽ �とき　12月３日火・午前 10時～ 11時
　※ 11月 28日木から予約開始
♥クリスマス会（15組限定）

　 ▽ �とき　12月６日金・午前 10時～ 11時
　※ 11月 22日金から予約開始
♥絵本タイム

　 ▽ �とき　12月 20日金・午前 11時～ 11時 30分
♥育児相談
　【ほほえみ相談】 小児専門の臨床心理士による相談

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　12月 18日水・午前 10時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館和室
※�たんぽぽスタッフが絵本やおもちゃを
用意して待っています。
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▽�
申
し
込
み　
12
月
13
日
金
ま
で
に
、
2

次
元
コ
ー
ド
か
ら
。
ま
た
は
健
康
づ
く

り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）
へ

ハ
ロ
ー
！
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
た
め
の
教
室
で

す
。
子
育
て
の
こ
と
を
楽
し
く
勉
強
し

ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
12
月
８
日
日
・
午
前
９
時
15

分
（
受
け
付
け
は
９
時
か
ら
）
～
午

後
０
時
30
分
ご
ろ

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

内
容　
助
産
師
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
た
め
の
話
、
風
呂
の
入
れ
方

（
実
習
）、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
、
パ
パ

の
妊
婦
体
験
、
栄
養
士
に
よ
る
妊
娠

中
の
栄
養
の
話

▽
対
象　
妊
婦
と
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

▽
参
加
費　
無
料

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

母
子
健
康
手
帳
副
読
本
、
筆
記
用
具
、

バ
ス
タ
オ
ル

▽�

申
し
込
み　

12
月
５
日
木
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５

３
３
）
へ

ぱ
く
ぱ
く
料
理
教
室

離
乳
食
・
幼
児
食
作
り
体
験

　

大
人
の
食
事
を
作
り
な
が
ら
、
こ
ど

も
の
年
齢
に
合
わ
せ
た
取
り
分
け
離
乳

食
・
幼
児
食
作
り
を
学
び
ま
す
。
託
児

が
あ
り
ま
す
の
で
、

マ
マ
・
パ
パ
た
ち
と

ゆ
っ
く
り
料
理
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。
調

理
実
習
後
は
こ
ど
も

も
一
緒
に
楽
し
い
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
で
す
。

※�

１
歳
６
カ
月
未
満
用
の
離
乳
食
は
保

護
者
の
試
食
の
み
で
す
。

▽�

と
き　

12
月
６
日
金
・
午
前
９
時
15

分
（
受
け
付
け
は
９
時
か
ら
）
～
午
後

１
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�
対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
就
学
前

の
こ
ど
も
と
保
護
者

▽�

定
員　
８
組

▽�

参
加
費　
大
人
４
０
０
円
、
食
事
を

す
る
こ
ど
も
１
５
０
円

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
（
貸
し
出
し
あ
り
）

▽�

申
し
込
み　

11
月
28

日
木
ま
で
に
、
２
次

元
コ
ー
ド
か
ら
。
ま

た
は
健
康
づ
く
り
係

（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
３
）
へ

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

■
事
務
補
助
員
（
課
税
係
）

▽�

任
期　
令
和
７
年
１
月
20
日
～
３
月

31
日

※�

勤
務
成
績
が
良
好
で
、
同
職
種
が
あ

る
場
合
に
、
更
新
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
（
た
だ
し
、
７
月
11
日
金
ま
で
）。

▽
募
集
人
数 　
５
人
程
度

▽�

業
務
内
容　
確
定
申
告
の
受
け
付
け

補
助
、
賦
課
資
料
の
整
理
、
納
税
通

知
書
の
封
入
な
ど

▽�

勤
務
時
間　
①
午
前
８
時
30
分
～
午

後
４
時
30
分 

②
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
ど
ち
ら
も
休
憩
60
分
）

▽�

勤
務
形
態　
月
～
金
の
う
ち
、
シ
フ

ト
制
（
５
人
程
度
に
よ
る
交
代
勤
務
）

▽
報
酬　
日
給
７
０
１
９
円

▽�

保
険　
な
し

▽�

採
用
条
件　
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
人

▽�

試
験
内
容　
個
人
面
接

※
日
程
は
担
当
課
よ
り
連
絡
し
ま
す
。

▽�

申
し
込
み

　

�

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

12
月
16
日
月
・
午
後
５
時
15
分
ま
で

に
人
事
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
４
）

へ
提
出
（
必
着
）

※�

申
込
書
は
、
総
務
課
窓
口
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※�
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す
る

欠
格
条
項
に
該
当
す
る
人
は
応
募
で

き
ま
せ
ん
。

※�

会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
一
般
職
と

し
て
地
方
公
務
員
法
の
各
規
定
（
守

秘
義
務
、
職
務
専
念
義
務
、
懲
戒
処

分
な
ど
）が
原
則
適
用
に
な
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
第
３
回

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽�

募
集
住
宅　
県
内
に
所
在
す
る
県
営

住
宅
（
詳
細
は
募
集
案
内
に
記
載
）

▽�

募
集
案
内
配
布
期
間　
11
月
27
日
水

～
12
月
12
日
木

※�

募
集
案
内
は
環
境
住
宅
課
窓
口
に
あ

り
ま
す
。

▽�

受
付
期
間　
12
月
４
日
水
～
12
日
木

▽�

申
し
込
み　
福
岡
県
住
宅
供
給
公
社

県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課
（
☎
〈
０

９
２
〉
７
８
１
‐
８
０
２
９
）
へ

特
設
人
権
相
談

　

人
権
や
法
律
の
問
題
で
困
っ
て
い
る

人
は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
12
月
12
日
木
・
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽�

相
談
内
容　
家
庭
、
相
続
、
登
記
、
戸

籍
、
金
銭
、
い
じ
め
・
不
登
校
の
人
権

問
題
な
ど

▽�

相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

▽�

相
談
料　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

※�

事
前
に
相
談
内
容
を
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

募
集
・
相
談

申し込みフォーム
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年
末
・
生
活
・
困
り
ご
と

電
話
相
談
会

　

生
活
困
窮
状
態
に
あ
る
皆
さ
ん
の
経

済
的
な
法
的
課
題
に
加
え
、
仕
事
や
生

活
、
住
ま
い
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
生
活

に
不
安
を
抱
い
て
い
る
人
た
ち
の
相
談

に
応
じ
、
少
し
で
も
安
心
し
て
年
越
し

を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
可
能
な
支
援

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
相
談
会

を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
７
日
土
・
午
前
10
時
～

午
後
４
時

▽�

相
談
方
法　

 

電
話
相
談
（
☎
〈
０
９

２
〉
７
２
２
‐
４
１
３
１
）

▽�

相
談
内
容　

 

以
下
の
よ
う
な
相
談
に

司
法
書
士
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。
必

要
に
応
じ
、
行
政
機
関
へ
の
同
行
な

ど
の
支
援
も
行
い
ま
す
。

・
生
活
保
護
受
給

・
借
金
問
題

・�

さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
る
生
活
困
窮

や
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど

▽�

問
い
合
わ
せ　

 

福
岡
県
司
法
書
士
会

事
務
局（
☎〈
０
９
２
〉７
２
２
‐
４

１
３
１
）　

人
権
生
活
相
談

　
人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生
活
、
就
職
、

進
学
な
ど
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
定
例
相
談
】

◎�

12
月
５
日
木
＝
橋は

し
も
と本

求も
と
む

相
談
員

◎�

12
月
19
日
木
＝
土ど

い肥
孝た
か
あ
き明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

【
定
例
日
以
外
】
直
接
、
相
談
員
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎��

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
‐
３
２
０
３
）

◎�

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
‐
０
０
４
４
）

無
料
法
律
相
談

▽�

と
き　
12
月
17
日
火
・
午
後
１
時
30

分
～
4
時
30
分
（
時
間
指
定
不
可
）

▽�

と
こ
ろ　
役
場
２
階

▽�

定
員　
６
人
（
組
）（
事
前
申
し
込
み

先
着
順
）

▽�

相
談
時
間　
１
人
（
組
）
約
30
分

※�

申
し
込
み
は
、
一
つ
の
相
談
内
容
に

つ
き
１
枠
で
す
。

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
と
き
は
、必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

係
争
中
の
案
件
や
刑
事
事
件
に
関
す

る
相
談
、
同
一
・
同
種
の
案
件
に
つ

い
て
の
反
復
的
・
継
続
的
な
相
談
は

受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

▽�

申
し
込
み　
12
月
２
日
月
か
ら
庶
務

係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
７
２
）
へ

中
間
・
遠
賀
地
区
出
張
労
働

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
解
雇
、
賃
金
未
払
い
、

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

な
ど
の
労
働
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
無
料
、

秘
密
厳
守
、
事
前
予
約

制
（
12
月
６
日
金
ま
で

に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
）

▽�

と
き　
12
月
10
日
火
・
午
後
４
時
（
受

付
は
５
時
30
分
ま
で
）
〜
7
時

▽�

と
こ
ろ　
中
間
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
「
夢
ま
る
し
ぇ
」（
中
間
市
蓮
花
寺
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
北
九
州
市
労

働
者
支
援
事
務
所
（
☎
９
６
７
‐
３

９
４
５
）

コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
で
脳
を
活
発
に

認
知
症
予
防
教
室　

　

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
得
る
身
近
な

病
気
で
、
症
状
が
出
る
前
か
ら
予
防
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
頭
と
体
を
同
時
に

使
っ
た
運
動
（
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
）
で
脳

の
活
動
を
活
発
に
し
、
自
宅
で
も
継
続

で
き
る
方
法
を
学
び
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
13
日
・
20
日
・
27
日
（
全

お
知
ら
せ

年末の交通安全県民運動年末の交通安全県民運動1212月月1111日日水水～31～31日日火火

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▼ �問い合わせ　地域振興・交通係（☎２２３‐３５３９）
　交通ルールの遵守と正しいマナーの実
践を習慣づけ、交通事故防止の徹底を目
的に、県下一斉に交通安全運動が行われ
ます。
　一人一人が交通ルールや交通マナーを
守ることの大切さを理解し、自分の命は
自分で守る意識を身につけましょう。

▽ �重点項目　夕暮れ時以降の交通事故防止～横断歩道マナーアップ
運動の推進～、飲酒運転の撲滅、自転車・特定小型原動機付き自
転車利用時のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底

【飲酒運転ダメ！絶対！】飲酒運転は犯罪です。
　「飲酒運転は、絶対しない、させない、許さない。
そして、見逃さない」ことを徹底しましょう。
飲酒運転を見かけたら、迷わず１１０番通報しましょう。

相
談

広報あしや　2024.12芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp ⑳



３
回 

全
て
金
曜
日
）・
午
後
１
時
30

分
（
受
け
付
け
は
午
後
１
時
か
ら
）

～
３
時

▽
と
こ
ろ　
山
鹿
公
民
館

▽
対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
12
月
６
日
金
ま
で
に
、
高
齢

者
支
援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
６
）
へ

高
齢
者
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
教
室
を
開
催
し
ま
す

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
や
ア

プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
方
法
な
ど
の
基

本
的
な
こ
と
や
、
健
康
保
険
証
利
用
の

登
録
な
ど
を
学
ぶ
２
回
連
続
の
教
室
で

す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な

い
人
や
現
在
使
っ
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
に

関
わ
ら
ず
参
加
で
き
ま
す
。

▽�

と
き　

�

①�

（
１
回
目
）
令
和
７
年
１
月
16
日
木
・

午
前
10
時
～
午
後
０
時
15
分
、（
2
回

目
）
令
和
７
年
１
月
23
日
木
・
午
後

１
時
～
４
時
30
分

②�

（
１
回
目
）
令
和
７
年
１
月
30
日
木
・

午
前
10
時
～
午
後
０
時
15
分
、（
2
回

目
）
令
和
７
年
２
月
６
日
木
・
午
後

１
時
～
４
時
30
分

③�

（
１
回
目
）
令
和
７
年
２
月
13
日
木
・

午
前
10
時
～
午
後
０
時
15
分
、（
2
回

目
）
令
和
７
年
２
月
20
日
木
・
午
後

１
時
～
４
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
①
中
央
公
民
館
４
階　

②

山
鹿
公
民
館
学
習
室　

③
芦
屋
東
公

民
館
学
習
室

▽�

講
師　
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
高
齢
者

の
人
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用
方

法
を
学
び
た
い
人

▽�

定
員　
10
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

申
し
込
み　
12
月
２
日
月
か
ら
各
開

催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
高
齢
者
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
６
）

認
知
症
普
及
啓
発
映
画
上
映
会

　

日
本
の
高
齢
化
は
進
行
し
て
お
り
、

認
知
症
は
誰
も
が
な
り
う
る
身
近
な
病

気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
認
知
症
に
な
っ
て

も
希
望
を
持
っ
て
日
常
生
活
を
過
ご
せ

る
社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
理
解
を

深
め
る
た
め
、
認
知
症
に
関
す
る
映
画

の
無
料
上
映
会
を
行
い
ま
す
。
こ
の
映
画

は
自
主
上
映
会
が
国
内
外
で
1
6
0
0

回
を
超
え
て
開
催
さ
れ
続
け
て
い
る
映

画「
ケ
ア
ニ
ン
～
あ
な
た
で
よ
か
っ
た
～
」

（
芦
屋
町
で
は
令
和
４
年
度
に
上
映
）
の

続
編
で
、
大
型
介
護
施
設
を
舞
台
と
し

た
愛
と
感
動
の
物
語
で
す
。
映
画
を
と

お
し
て
、
認
知
症
に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　
12
月
14
日
土
・
午
前
10
時
（
開

場
は
9
時
か
ら
）
〜
正
午

▽
と
こ
ろ　
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽�

内
容　
【
映
画
】
ケ
ア
ニ
ン
～
こ
こ
ろ
に

咲
く
花
～

▽�

キ
ャ
ス
ト　
戸
塚
純じ
ゅ
ん
き貴
、
島
か
お
り

ほ
か

▽�

定
員　
１
０
０
人

▽�

参
加
費　
無
料

▽�

問
い
合
わ
せ　
高
齢
者
支
援
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
６
）

マイナンバーカードの
休日窓口を開設します

　平日役場開庁時に、マイナンバーカードの申請
や受け取りができない人のために、次の日程で休
日窓口を開設します。
※�急きょ中止になる場合は、ホームページに掲載
します。

▽ �とき　12月 15 日日・午前８時
30分～正午

▽ �ところ　住民課窓口

▽持ってくるもの　
　�【申請】　申請書（ない場合は役場で交付）、申
請書貼付写真（ない場合は申請時に無料で撮
影）、通知カード、本人確認書類、住民基本台
帳カード（持っている人のみ）
　�【受け取り】　交付通知書、通知カード、本人確
認書類、住民基本台帳カード（持っている人のみ）
※�本人確認書類は、公的機関が発行した免許証な
どの顔写真付きは１点、健康保険証などの顔写
真がないものは２点必要です。
※手続きは本人のみできます。
※�証明書の発行や転入・転出の異動の受け付けな
どは行いません。

▽ �問い合わせ　住民係（☎２２３‐３５３１）

マイナンバ ー 休 日
窓 口ホームページ

夜間飛行訓練を行います
　平日昼間の訓練に加えて、次の日程で夜間飛行
訓練を行います。
【ジェット機】

▽ �とき　12 月 16 日月・17 日火の日没～午後９
時ごろ（予備日＝ 18日水・19 日木）

【救難ヘリコプター・救難捜索機】

▽ �とき　毎週月・火の日没～午後９時ごろ
※�天候不良の場合、翌日以降を予備日として実施します。

▽ �問い合わせ　航空自衛隊芦屋基地渉外室
　（☎２２３‐０９８１内線２５４）

広報あしや　2024.12㉑



選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

　
寄
付
禁
止
の
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ

う
。
公
職
選
挙
法
に

基
づ
き
禁
止
さ
れ
て

い
る
行
為
が
あ
り
ま
す
。
有
権
者
と
政

治
家
の
両
方
に
関
わ
る
の
で
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
禁
止
行
為
を
し
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▪�

政
治
家
か
ら
の
寄
付
禁
止
と
有
権
者

の
寄
付
勧
誘
や
要
求
の
禁
止

　

政
治
家
（
候
補
者
、
立
候
補
し
よ
う

と
す
る
人
、
現
に
公
職
に
あ
る
人
）
が

選
挙
区
内
の
人
や
団
体
に
金
銭
や
物
を

贈
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
対
し
て
寄
付

を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

▪�

年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
対
し
て
、

年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
（
自
筆
の
答

礼
を
除
く
）。

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
町
選
挙
管
理
委
員

会
（
住
民
課
内
☎
２
２
３
‐
３
５
３
１
）

水
道
管
の
凍
結
に
注
意

　
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
と
、
水
道
管
や

水
道
メ
ー
タ
ー
が
凍
結
し
た
り
破
裂
し

た
り
し
ま
す
。
露
出
し
た
水
道
管
に
保

温
チ
ュ
ー
ブ
を
巻
い
た
り
、
メ
ー
タ
ー

の
周
り
に
布
を
入
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
を

詰
め
た
り
し
て
保
護
し
ま
し
ょ
う
。

　
水
道
管
の
修
理
な
ど
（
有
料
）
は
、
北

九
州
市
上
下
水
道
局
指
定
の
給
水
装
置
工

事
業
者
へ
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
北
九
州
市
上
下
水
道

局
西
部
工
事
事
務
所
（
☎
６
４
４
‐

７
８
２
０
）

重
度
の
障
が
い
の
あ
る
人
に

特
別
障
害
者
手
当
が
あ
り
ま
す

　

特
別
障
害
者
手
当
と
は
、
20
歳
以
上

の
人
で
著
し
い
重
度
の
障
が
い
の
た
め
、

日
常
生
活
で
、
常
時
特
別
な
介
護
を
必

要
と
す
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

在
宅
の
ほ
か
に
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や

有
料
老
人
ホ
ー
ム
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
向
け
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
人
も

対
象
で
す
。
ま
た
、
障
害
者
手
帳
を
所

持
し
て
い
な
く
て
も
、
医
師
の
診
断
書

な
ど
の
判
断
に
よ
り
、
対
象
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※�

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

×�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
保
健

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人

×�

障
が
い
者
支
援
施
設
に
入
所
し
て
い

る
人

×�

病
院
に
３
カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て

い
る
人

▽�

提
出
書
類　
診
断
書
、
世
帯
全
員
の

住
民
票
、
所
得
課
税
証
明
書
、
本
人

名
義
の
通
帳
の
写
し
、
障
害
者
手
帳

（
所
持
し
て
い
る
場
合
）、
年
金
番
号

の
分
か
る
書
類

▽
給
額　
月
額
２
万
８
８
４
０
円

※�

手
当
の
申
請
に
は
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

障
が
い
者
等
自
発
的
活
動

支
援
事
業
補
助
金

　

共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
、
障
が
い

者
や
そ
の
家
族
、
地
域
住
民
な
ど
に
よ

る
、
障
が
い
者
の
権
利
や
自
立
の
た
め

の
働
き
か
け
を
目
的
と
し
た
、
自
発
的

な
活
動
を
行
う
団
体
に
対
し
、
障
が
い

者
等
自
発
的
活
動
支
援
事
業
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

▽�

対
象
団
体　
障
が
い
者
や
そ
の
家
族
、

地
域
住
民
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、

主
に
芦
屋
町
に
お
い
て
自
発
的
活
動

を
行
う
５
人
以
上
の
団
体

▽�
対
象
事
業　

・�
障
が
い
者
や
そ
の
家
族
が
お
互
い
の

悩
み
を
共
有
す
る
こ
と
や
情
報
交
換

で
き
る
交
流
事
業

・�

障
が
い
者
の
権
利
や
自
立
の
た
め
社

会
に
働
き
か
け
る
事
業
な
ど

※�

単
年
度
に
完
了
す
る
事
業
に
限
り
ま
す
。

　

講
師
の
謝
礼
や
旅
費
、
事
務
用
消
耗

品
費
、
会
場
や
機
材
の
借
上
料
な
ど
を

対
象
に
交
付
し
ま
す
。

▽�

補
助
額　
１
団
体
に
つ
き
５
万
円
を

上
限
と
し
て
交
付
し
ま
す
。

※�

申
請
受
付
後
、
内
容
の
審
査
・
決
定

を
行
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
者
・
生
活
支

援
係
（
☎
２
２
３
‐
３
５
３
０
）

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師

資
格
の
届
出
の
お
知
ら
せ

　

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
の
資
格

を
持
っ
て
い
る
人
は
、
2
年
ご
と
に
氏

名
や
住
所
な
ど
の
事
項
を
届
け
出
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
今
年
度

は
そ
の
届
出
年
で
す
。

▽�

届
出
期
限　
令
和
7
年
1
月
15
日
水

▽�

届
出
方
法　
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
で
届
出
。
紙
で
提

出
す
る
場
合
は
、
住
所
地
を
管
轄
す
る

保
健
所
に
所
定
の
届
出
票
を
提
出
。
届

出
票
は
①
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
②
保
健
所
窓
口
で
配
布

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
保
健
医
療
介

護
総
務
課
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
４
３
‐

３
２
３
８
）

看
護
職
員
な
ど
の
業
務
従
事
者

届
出
の
お
知
ら
せ

　

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看

護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士
で
、

お
知
ら
せ
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こ
れ
ら
の
免
許
に
係
る
業
務
に
従
事
し

て
い
る
人
は
、
2
年
ご
と
に
、
住
所
・

氏
名
な
ど
を
届
け
出
る
こ
と
が
義
務
づ

け
て
お
り
、
今
年
度
は
届
出
の
年
で
す
。

▽�

届
出
先　
勤
務
地
を
管
轄
す
る
県
保

健
福
祉
環
境
事
務
所

▽
届
出
期
日　
令
和
7
年
１
月
15
日
水

▽�

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
医
療
指
導
課

▪�

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看

護
士
免
許

　

�

医
師・看
護
職
員
確
保
対
策
室（
☎〈
０

９
２
〉‐
６
４
３
‐
３
２
７
６
）

▪�

歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士
免
許

　

�

医
療
指
導
係
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
４

３
‐
３
２
７
４
）

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

　

総
務
省
と
福
岡
県
が
行
う
労
働
力
調

査
は
、
国
の
雇
用
や
失
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　

調
査
員
が
皆
さ
ん
の
自
宅
を
訪
問
し

た
と
き
は
、
調
査
へ
の
回
答
を
お
願
い

し
ま
す
。
調
査
員
は
必
ず
福
岡
県
の
調

査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
か
た
り

調
査
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
調
査
期
間　
12
月
～
令
和
７
年
４
月

▽
調
査
地
区　
大
字
山
鹿
の
一
部

▽�
問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
調
査
統
計
課

調
査
第
一
班
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
５

１
‐
１
１
１
１
）

体
育
施
設
の
利
用
登
録
を

受
け
付
け
ま
す

　

総
合
体
育
館
や
小
体
育
館
、
小
中
学

校
体
育
館
な
ど
の
体
育
施
設
を
年
間
を

と
お
し
て
利
用
し
た
い
団
体
は
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽�

利
用
期
間　
令
和
7
年
４
月
１
日
火

か
ら
１
年
間

▽�

登
録
条
件　
定
期
的
な
施
設
利
用
が

必
要
な
、
町
内
在
住
者
を
６
割
以
上

含
む
８
人
以
上
の
団
体

※
営
利
を
目
的
と
す
る
団
体
を
除
く

▽�

申
し
込
み　
12
月
16
日
🈷
ま
で
に
、
総

冷蔵庫の中に
安心を

♥ 救急医療情報キットを
　 備えましょう
　救急医療情報キット（以下、救急キット）は、家
族の緊急連絡先や、自分のかかりつけ医療機関など
の情報を専用の容器に入れて自宅の冷蔵庫に保管
しておき、急病など緊急時に、救急隊員やかけつけ
た人に必要な情報が伝わるようにするものです。

▽ �対象　65歳以上の一人暮らしの人、65歳以上
の高齢者夫婦世帯、障がい者で一人暮らしの人

▽ �救急キットの内容　
　1救急情報記入用紙（救急連絡カード）

　�2�マグネットシール１枚
　　 （冷蔵庫の扉に貼るもの）、
　　  シール１枚
　　 （玄関の内側に貼るもの）

▽申し込み・配布場所　福祉課窓口　

▽費用　無料

♥�救急キットの容器に入れてい
る情報は、最新のものですか？

　救急連絡カードの記載内容に変更があった場
合、かけつけた人に正しく情報が伝わるように、
必ず書きかえて保管してください。

▽ �問い合わせ
　高齢者支援係　（☎２２３‐３５３６）

3保管容器

合
体
育
館
（
☎
２
２
２
‐
０
１
８
１
）
へ

※�

申
込
書
は
総
合
体
育
館
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
申
込
書
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

芦
屋
歴
史
の
里
L
E
D
化
工
事

に
伴
う
臨
時
休
館

　
L
E
D
化
工
事
に
伴
い
芦
屋
歴
史
の

里
を
臨
時
休
館
し
ま
す
。

▽�

休
館
期
間　
12
月
28
日
土
～
令
和
7

年
２
月
11
日
火
・
午
前
９
時
30
分
～

午
後
５
時

※�

工
事
の
進
捗
状
況
に
よ
り
、
休
館
期

間
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
歴
史
の
里
（
☎

２
２
２
‐
２
５
５
５
）
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医
薬
品
の
自
己
負
担
の
仕
組
み

が
変
わ
り
ま
し
た

　
令
和
６
年
10
月
以
降
、
後
発
医
薬
品

（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
）が
あ
る
薬
で
、

先
発
医
薬
品
の
処
方
を
希
望
す
る
場
合

は
、一
部
負
担
金
（
１
～
３
割
）
に
加
え
、

原
則
「
特
別
の
料
金
」
を
支
払
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。（
医
療
上
の
必
要
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
除
く
）

　
「
特
別
の
料
金
」
は
、
保
険
診
療
外
の

た
め
、
子
ど
も
医
療
、
重
度
障
が
い
者

医
療
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
な
ど
の

公
費
負
担
医
療
制
度
で
は
助
成
対
象
外

で
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
、
厚

生
労
働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
見
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
係
（
☎
２
２

３
‐
３
５
３
2
）

高
齢
者
新
型
コ
ロ
ナ
定
期
予
防
接
種

を
実
施
し
て
い
ま
す

 

令
和
６
年
10
月
１
日
よ
り
、
65
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
定
期

予
防
接
種
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

▽�

と
き　
令
和
７
年
3
月
31
日
🈷
ま
で

▽�

対
象　
接
種
す
る
時
点
で
、
①
65
歳

以
上
②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心
臓
・

腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機

能
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
医
師

が
接
種
を
必
要
と
認
め
た
人

▽�

接
種
回
数　
1
回

▽�

料
金　
課
税
世
帯
の

人
は
３
３
０
０
円
、

生
活
保
護
受
給
者
・

町
民
税
非
課
税
世
帯

（
世
帯
構
成
員
全
員
が
非
課
税
）
の
人

は
、
証
明
書
類
を
指
定
医
療
機
関
に

提
出
す
る
と
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

証
明
書
類
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

必
ず
接
種
前
に
、
健
康
づ
く
り
係
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
‐
３
５
３
３
）

国
民
健
康
保
険
健
康
優
良
家
庭

を
表
彰
し
ま
す

　
芦
屋
町
国
民
健
康
保
険
で
は
、
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
被

保
険
者
全
員
が
１
年
間
医
療
機
関
な
ど

を
受
診
し
て
お
ら
ず
、
国
民
健
康
保
険

税
に
滞
納
が
な
い
な
ど
、
一
定
の
条
件

を
満
た
し
た
世
帯
を
健
康
優
良
家
庭
と

し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
令
和
５
年
度
の
健
康
優

良
家
庭
に
該
当
す
る
世
帯
主
に
対
し

て
、
12
月
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　

町
の
健
康
診
査
を
大
い
に
活
用
し
、

今
後
も
健
康
を
保
持
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
３
２
）

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
（
装
置
）
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

　

急
病
や
健
康
相
談
な
ど
が
必
要
な
と

き
、
受
信
セ
ン
タ
ー
に
通
報
で
き
る
装

置
を
貸
与
し
ま
す
。
受
信
セ
ン
タ
ー
は

必
要
に
応
じ
消
防
署
な
ど
に
連
絡
を
行

い
ま
す
。

▽�

対
象　
緊
急
の
通
報
に
困
難
を
抱
え

る
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
発
作
的
な

持
病
な
ど
が
あ
る
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
や
寝
た
き
り
の
高
齢
者
・
重
度
身

お
知
ら
せ

厚生労働省
ウェブサイト

芦屋町ホームページ

みんなの

 ね・ん・き・ん
社会保険料控除証明書が
届きます
　日本年金機構から、「社会保険料（国民
年金保険料）控除証明書」が対象者宛てに
送られます。手元に届いたら大事に保管し、
年末調整や確定申告に使用してください。
令和６年中に納付したものであれば、過去
の年度分や追納した保険料もすべて社会保
険料控除の対象になります。
① �10月下旬～11月上旬に送られてきた人
　令和６年１月１日～９月 30 日の間に保
険料を納付した人
②令和７年２月上旬に送られてくる人
　令和６年 10 月１日～ 12 月 31 日の間に
保険料を納付した人
　マイナポータルとねんきんネットの認証
連携手続きが済んでいる人のうち、ねんき
んネット内で「電子送付を希望する」と登
録している人に対しては、マイナポータル
の「お知らせ」にのみデータを送信します。
※�なお、自分の保険料だけでなく、配偶者
やこどもなどが負担すべき保険料も支払
っている場合、その保険料も合わせて控
除が受けられます。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明
書」に関する相談は、「ねんきん加入者ダイ
ヤル」に問い合わせてください。

▽ �問い合わせ　ねんきん加入者ダイヤル
　（☎０５７０‐００３‐００４）
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体
障
が
い
者
で
、
固
定
電
話
を
設
置

し
て
い
る
人

▽�
料
金　
世
帯
の
課
税
状
況
に
よ
り
ま

す
。
月
額
使
用
料
（
生
活
保
護
世
帯

0
円
、
非
課
税
世
帯
2
0
0
円
、
課

税
世
帯
5
0
0
円
）

▽�

利
用
手
続　

役
場
に
申
し
込
み
後
、

利
用
者
の
世
帯
状
況
や
身
体
状
況
な

ど
を
調
査
し
た
う
え
で
、
実
施
の
可

否
を
決
定
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
高
齢
者
支
援
係
（
☎

２
２
3
‐
３
５
３
６
）

遠
賀
郡
駅
伝
競
走
大
会

▽�

と
き　
令
和
７
年

２
月
２
日
日
・
午

前
９
時
か
ら
（
受

け
付
け
は
８
時
10

分
～
30
分
）

※�

荒
天
の
場
合
は
、

２
月
11
日
火
に
延
期
し
ま
す
。

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
海
浜
公
園
内
周
回
コ

ー
ス

▽�

対
象　
小
中
学
生
（
小
学
３
年
生
以

上
）
＝
郡
内
の
学
校
に
在
籍
、
ま
た

は
郡
内
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
所
属

し
て
い
る
人 

、
一
般
の
部
（
高
校
生

以
上
）
＝
郡
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤

務
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
郡
内
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い
る
人

▽�

チ
ー
ム
編
成　
小
学
生
＝
学
校
ま
た

は
ク
ラ
ブ
単
位
、
中
学
生
＝
学
校
ま
た

は
ク
ラ
ブ
単
位
、
一
般
＝
各
町
単
位

※�

必
ず
１
チ
ー
ム
５
人
で
編
成
す
る

こ
と

※�

小
学
生
、
中
学
生
女
子
は
１
人
２
㎞
、

中
学
生
男
子
・
一
般
は
１
人
３
㎞

▽�

申
し
込
み　

１
月
10
日
金
ま
で
に
、

芦
屋
町
体
育
協
会
（
☎
２
２
２
‐
０

１
８
８
）
へ

※�

申
込
書
は
芦
屋
町
体
育
協
会
に
あ
り

ま
す
。

※�

水
・
土
・
日
・
祝
休
日
は
休
み
で
す
。

歴
史
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー
「
佐
賀　
吉

野
ヶ
里
遺
跡
と
吉
野
ヶ
里
以
前
」

　

佐
賀
平
野
に
あ
る
特

別
史
跡
「
吉
野
ヶ
里
遺

跡
」
は
有
名
で
す
が
、

同
遺
跡
以
外
に
も
貴
重

な
史
跡
が
多
く
存
在
し

ま
す
。
佐
賀
地
域
の
歴

史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
特
色
あ
る
史

跡
を
巡
り
ま
す
。

▽�

と
き　
12
月
15
日
日
・
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時

▽�

見
学
先　
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
、
東ひ
が
し

名み
ょ
う遺
跡
、
吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園
ほ
か

▽�

対
象　
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▽
定
員　
20
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

※
応
募
は
電
話
受
付
の
み

▽�

料
金　
２
２
５
円（
資
料
代
、保
険
料
）

※
別
途
入
館
料
・
昼
食
代
が
必
要
で
す
。

▽�

事
前
研
修
（
参
加
必
須
）　
12
月
７
日

土
午
前
10
時
～
11
時

▽�

申
し
込
み　
11
月
26
日
火
～
30
日
土
・

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
に
芦
屋
歴
史

の
里
（
☎
２
２
２
‐
２
５
５
５
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
特
別
呈
茶

　

こ
ど
も
た
ち
も
楽
し
め
る
ク
リ
ス
マ

ス
特
別
呈
茶
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

と
き　
12
月
７
日
土
、
８
日
日
・
午

前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分
受
け

付
け

▽
と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽�

内
容　
抹
茶
と
ク
リ
ス
マ
ス
の
和
菓

子
に
よ
る
呈
茶

※
お
点
前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽�

料
金　
18
歳
以
上
７
０
０
円
、
小
中
学

生
・
高
校
生
４
０
０
円
、（
入
館
料
と
お

茶
代
）、未
就
学
児
３
０
０
円
（
お
茶
代
）

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
‐
５
８
８
１
）

芦
屋
釜
の
里
鋳
物
講
座

「
錫す
ず

の
古
印
作
り
」

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
錫
製
の
古
印
を
作
り

ま
す
。（
桐
箱
付
き
）

▽�

と
き　
12
月
15
日
日
午
前
10
時
～
11

時
30
分

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里

▽�

対
象　
小
学
３
年
生
以
上
（
小
学
4

年
生
ま
で
保
護
者
同
伴
）

▽�

定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

料
金　
大
人
１
４
０
０
円
、
高
校
生

以
下
１
２
０
０
円
（
入
館
料
含
む
）

▽�

申
し
込
み　
11
月
30
日
土
～
12
月
７

日
土
の
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

ま
で
に
芦
屋
釜
の
里
（
☎
２
２
３
‐

５
８
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
特
別
展

●�

あ
し
や
ん
ナ
ー
レ

　
～
み
ん
な
の
美
術
館
～

▽�

と
き　
11
月
30
日
土
～
12
月
22
日
日
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
３
階

▽�

内
容　
芦
屋
町

を
中
心
に
、
福

岡
県
内
外
か
ら

集
ま
っ
た
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
た

ち
の
作
品
展
で

す
。
平
面
・
立
体
、
大
き
さ
、
画
材
、

技
法
な
ど
が
異
な
る
個
性
的
な
作
品

を
一
斉
に
展
示
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
中
央
公
民
館
（
☎
２

２
2
‐
１
６
８
１
）

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。



 

　芦屋町では、「まちづくりは町民全員が協働してつくるもの」と考え、町
政への提案や意見などをいただく「町長への手紙」と「ご意見箱」があります。
今回は、いただいた町長への手紙・ご意見箱の中から抜粋して紹介します。
�

△ �

問い合わせ　シティプロモーション係（☎２２３‐３５７１）

町長への手紙 ・ ご意見箱

◦�町長への手紙やご意見箱は、町民の皆さんの声
を町政に反映させるためのものです。まちづく
りの提案や意見、日常生活の中で感じているこ
とをお寄せください。
◦�町長への手紙やご意見箱は、必ず町長が目をと
おし、個人のプライバシーや利害にかかわるも
の以外は、差出人へ返事を送ります。できるだ
け、名前と住所などを記入してください。なお、
誹
ひぼうちゅうしょう
謗中傷の類

たぐい
は受け付けません。△

町長への手紙（用紙）の設置場所
　�役場２階企画政策課、町民会館、中央公民館、
山鹿公民館、芦屋東公民館△

ご意見箱
　�芦屋町のホームページにある「ご意見・ご提案」
から送ることができます。

今
号
に
折
り
込
ん
で
い
る

町
長
へ
の
手
紙
（
水
色
）

餌付けをやめるように伝
えるしかありません

　法的に強制させることや、罰則規定がな
いため、お願いという形でお伝えするしか
ありません。放し飼いをやめさせることに
対しても、法律や条例で規定はありません
が、ふん尿被害が起こっていること、室内
飼育をお願いする啓発を広報へ掲載します。

対応

猫の餌付けや放し飼いをや
めさせてほしい

　餌付けをやめさせる何らかの処置を取れ
るようにしてほしい。飼い猫の放し飼いを
やめさせてほしい（野良猫との判別を付け
にくい現状がある）。
� （70歳代　男性）

手紙

ホームページの
「 ご 意 見・ ご 提
案」も活用してっ
ちゃ！

猫による被害に対する対
策をご案内しました

　芦屋町では猫避け器の無償貸し出しを行
っていますので、被害の多い場所に猫避け
器を設置してみてください。また、忌避剤
等のご案内も行っていますので、猫避け器
と併せてご活用いただけたらと思います。

対応

猫が家に入ってきてプラ
ンターをひっくり返す

　２、３年前から猫が塀を乗り越えて、毎
朝プランターをひっくり返して困っていま
す。
� （80歳代　女性）

手紙

ホームページ
ご意見・ご提案

広報あしや　2024.12芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp ㉖



一家に
一台 必ず、あなたの役に立つ

戸別受信機を設置しましょう

■ 戸別受信機を設置しましょう
　⃝�戸別受信機は、災害時の避難情報や町からの重要な緊急情報を受信する機器で、町からの情報だけではなく、

住んでいる自治区からの情報（区内の行事などのお知らせ）も配信される便利な機器です。まだ、箱から
出していない人は、設置をお願いします。

■ �電源（コンセント・電池） の接続
　�　戸別受信機の電源は、普段は ACアダプ
ターを接続し、家庭用コンセント（以下、
コンセント）から取ってください。電池は
停電時に使用しますので、必ず入れておい
てください。
　⃝�コンセントに接続していても、電池は自
然消耗します。また、コンセントに接続
せずに電池だけで使用すると、2、3日程
度で電池がなくなります。

　⃝�電池切れの場合（電池を入れていない場
合も）は、受信機右上の「電池」のラン
プが赤く点灯するので、電池を交換して
ください。

　⃝�液漏れによる故障などを防ぐためにも、
電池は１年に１回は交換しましょう。

　⃝�電池は、「＋」「－」を正しい向きで入れ
ましょう。間違うと液漏れを起こし、故
障や出火の原因になってしまいます。

■ 受信の確認
　⃝�受信し、読んでいない情報には、「★」印が付いています。「再生・停止」ボタンを押して、内容を確認し
ましょう。

　⃝�音量は、受信機の右側下段の音量調整用の「大」「小」ボタンで調整できます。

■ 戸別受信機は町からの貸与品です
　⃝�戸別受信機は、町からの貸与品です。大切に扱ってください。芦屋町から転出する場合は、必ず総務課に
返却してください。また、一人暮らしの人が亡くなった場合も返却が必要です。

　⃝�町内で転居する場合は、転居先の自治区の情報が受信できるよう、設定を変更しますので、総務課に戸別
受信機を持ってきてください。

　 ▽ �問い合わせ　戸別受信機に係る全般のこと＝庶務係（☎２２３‐３５７２）
　　�戸別受信機の機器や使用方法＝防災ラジオコールセンター（24 時間対応　年中無休）（☎〈０１２０〉
３８８-２８０）

電池を入れた状態でＡＣアダプ
ターにつなぐと、緑ランプが点灯
します（電池切れの場合は、赤ラ
ンプが点灯します）。

画面　

音量調整ボタン
（大／小）

再生・停止ボタン

メッセージ
選択ボタン
（上／下）

画面表示ボタン
（オン／オフ）

電池ランプ

受信電波レベル受信電波レベル
１（小）～５（大）１（小）～５（大）

「 ★ 」は未読の印

広報あしや　2024.12㉗
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　民生委員・児童委員は、厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地方公務員で、ボランティアとして活動し
ています。
　民生委員・児童委員は、それぞれが担当する地域において、介護や子育てなど福祉に関すること、住民の
生活上のさまざまな相談に応じ、見守りや行政などへの「つなぎ役」としての役割を担います。
　仕事や子育ての経験を地域のために生かしませんか。

見守り支え地域をつなぐ
民生委員・児童委員にあなたもなりませんか

〇活動内容
　・相談を受ける：さまざまな相談を受け、役場や地域包括支援センター、福祉事務所など関係機関へつなぐ
　・みまもる：気になる高齢者やこどもたちをみまもる
　・訪問する：気になる高齢者宅などの様子をうかがう
　・交流する：地域交流サロンなどの地域活動へ参加する
　・話し合う：民生委員・児童委員協議会定例会（１回 / 月）に参加する

〇活動費
　ボランティアとして活動するため給与はありません。
　ただし、必要な交通費・通信費・研修参加費などの活動費（定額）は支給されます。
　・活動費（県）年額　61,700 円　（民生委員・児童委員としての活動費）
　・謝礼金（町）年額　65,000 円

〇仕事と両立できる？
　仕事をしながら活動している人もいます。自身の都合のつく範囲で、無理のない活動で構いません。

〇民生委員になった人たちの感想
　・感謝されることがうれしい
　・やりがいを感じる
　・研修を通じて福祉に詳しくなれた

　地域の力になりたいと思っている人は、各区の区長または障がい者・生活支援係まで問い合わせてください。

▽ �問い合わせ　障がい者・生活支援係（☎２２３‐３５３０）

芦
屋
東
公
民
館
講
座

「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」

　

正
月
に
向
け
た
、
花
の
ア
レ
ン
ジ
を

学
び
ま
す
。

▽��

と
き　
12
月
22
日
日
・
午
後
１
時
～

３
時

▽�

と
こ
ろ　
芦
屋
東
公
民
館

▽�

講
師　
山
村
朋
代
さ
ん
（
は
な
の
店

て
ぃ
ー
だ
代
表
）

▽�

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
通

勤
し
て
い
る
人

▽��

定
員　
20
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

参
加
費　
２
０
０
０
円
（
材
料
代
）

▽��

持
っ
て
く
る
も
の　
花
ば
さ
み
、
タ

オ
ル
、
作
品
持
ち
帰
り
用
の
袋

▽��

申
し
込
み　
12
月
３
日
火
～
17
日
火
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
芦
屋
東

公
民
館
窓
口
ま
た
は
電
話
（
☎
２
２

２
‐
１
９
８
１
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

お
知
ら
せ

広報あしや　2024.12
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芦
屋
釜
の
里　
新
展
示
施
設

注
目
ポ
イ
ン
ト
紹
介　
後
編

　
前
回
に
引
き
続
き
、新
し
い
展
示
施
設

の
注
目
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。後
編

で
は
い
よ
い
よ
、重
要
文
化
財
「
芦
屋
霰あ

ら
れ

地じ

真し
ん
な
り形
釜が
ま
」
の
展
示
室
を
紹
介
し
ま
す
。

④
展
示
室
一

　

芦
屋
釜
の
里
が
所
蔵
す
る
重
要
文
化

財
「
芦
屋
霰
地
真
形
釜
」
を
常
設
展
示
す

る
展
示
室
で
す
。

　
重
要
文
化
財
を
展
示
す
る
た
め
に
は
、

文
化
庁
が
定
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
基
準
を

ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
う

ち
の
一
つ
が
、空
気
環
境
で
す
。
新
築
の

建
物
か
ら
は
、さ
ま
ざ
ま
な
化
学
物
質
が

出
て
い
ま
す
。新
築
の
匂
い
と
よ
く
言
わ

れ
る
匂
い
に
は
、文
化
財
に
と
っ
て
悪
い

成
分
が
含
ま
れ
ま
す
。こ
れ
ら
の
物
質
の

濃
度
が
下
が
る
ま
で
の
「
枯
ら
し
」
と
呼

ば
れ
る
期
間
を
経
て
、重
要
文
化
財
が
展

示
で
き
る
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
展
示
室
一
に
は
、重
要
文
化
財
「
芦
屋

霰
地
真
形
釜
」
を
中
心
に
、室
町
時
代
の

芦
屋
釜
や
そ
の
他
関
連
資
料
を
展
示
し

ま
す
。
ま
た
、茶
室
に
見
立
て
て
作
ら
れ

た
展
示
室
一
の
入
口
に
は
、床
の
間
が
あ

り
ま
す
。床
の
間
の
掛
軸
に
も
注
目
し
て

く
だ
さ
い
。

⑤
露ろ

じ地

　
展
示
室
一
を
出
て
、展
示
室
二
へ
向
か

う
通
路
は
露
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。露
地

と
は
、
茶
室
に
付
随
す
る
庭
で
、
茶
室
へ

向
か
う
道
の
こ
と
で
す
。露
地
に
は
2
つ

注
目
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。１
つ
目
は

中
庭
で
す
。露
地
か
ら
見
え
る
２
つ
の
中

庭
は
、大
き
な
庭
石
が
印
象
的
で
す
。
こ

れ
は
芦
屋
の
洞
山
・
堂
山
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
ま
す
。
庭
石
の
周
り
に
は
、板
状
の

石
で
荒
波
に
侵
食
さ
れ
た
岩
が
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。
２
つ
目
は
、芦
屋
釜
の
南

北
朝
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
歴
史
年
表

で
す
。室
町
時
代
の
芦
屋
鋳い

も

じ
物
師
の
活
躍

や
現
代
の
復
興
の
軌
跡
な
ど
に
注
目
し

て
く
だ
さ
い
。

⑥
展
示
室
二

　
こ
れ
ま
で
の
展
示
室
が
名
前
を
変
え
、

展
示
室
二
に
な
り
ま
す
。
展
示
室
二
で

は
、現
代
の
鋳
物
師
に
よ
る
作
品
を
中
心

に
展
示
を
行
い
ま
す
。現
代
の
芦
屋
釜
は

福
岡
県
知
事
指
定
特
産
工
芸
品
で
す
。そ

の
技
術
力
の
高
さ
と
釜
の
美
し
さ
に
注

目
し
て
く
だ
さ
い
。

　
2
回
に
わ
た
り
、
芦
屋
釜
の
里
資
料
館

の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
い
が
か
で
し
た

か
。
特
別
展
「
芦
屋
釜
６
０
０
年
の
旅
～

室
町
か
ら
現
代
へ
～
」
は
、
12
月
27
日
金

ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。�（
芦
屋
釜
の
里
）

編

集
後
記

▼
「
英
語
教
育
は
早
い
ほ
う
が
い
い

よ
」
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
国
際
交
流
事

業
）
の
撮
影
の
と
き
、
自
分
の
こ
ど

も
も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
さ
せ
た
と
い

う
先
輩
に
言
わ
れ
た
言
葉
で
す
。
し

か
し
、
気
づ
い
た
ら
我
が
家
の
上
の

子
は
も
う
５
歳
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
か

ら
帰
っ
た
芦
屋
中
学
校
の
皆
さ
ん
の

成
長
ぶ
り
や
し
っ
か
り
し
た
受
け
答

え
を
見
て
、
す
ご
い
な
と
感
心
し
ま

し
た
。
親
も
子
も
少
し
ず
つ
で
も

日
々
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。�

（
野
中
）

▼
あ
し
や
砂
像
展
の
海
外
彫
刻
家
カ

ー
レ
ン
・
フ
ラ
リ
ッ
ク
さ
ん
と
話
す

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
印
象
的
だ
っ

た
の
が
砂
像
彫
刻
を
始
め
た
の
は
45

歳
に
な
っ
て
か
ら
だ
そ
う
で
、
そ
れ

ま
で
は
、
飲
食
店
や
事
務
仕
事
を
し

て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
45
歳
か

ら
始
め
て
あ
ん
な
に
精
巧
な
彫
刻
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
は
す
ご
い
な

と
思
い
ま
し
た
。
私
自
身
も
海
外
彫

刻
家
と
話
し
て
い
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
も
ら
い
、
年
齢
を
言
い
訳
に
し
な

い
で
何
か
に
挑
戦
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。�

（
篠
塚
）

▼
町
民
体
育
祭
で
皆
さ
ん
の
写
真
を

撮
ろ
う
と
走
り
回
っ
て
い
た
ら
太
も

も
が
筋
肉
痛
に
な
り
、
３
日
間
痛
み

が
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
ご
ろ
の

運
動
不
足
を
実
感
し
た
の
で
、
ま
ず

は
帰
宅
後
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
か
ら
始

め
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
手
塚
）

紀
史
歴
屋
芦

行
そ
の
三
百
四
十
三

◁
④
展
示
室
一

◁
⑤
露
地

◁
⑥
展
示
室
二
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1 0 月分の人の動き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人40
人101死亡

人06
人18

令和６年10月末日現在 令和５年10月末日現在
人　口
男　性6,183
女　性6,532
世帯数6,399

人
人 6,316

6,674
6,461 世帯

人
人

世帯

12,715 人 12,990 人

ボランティア清掃用の
ごみ袋を活用してください
　海岸や道路沿いなど、町内においてボラ
ンティア清掃を行う人に対し、ごみ袋を配
布しています。ご
み袋は、1 パック
10枚入り・青色半
透明 45 ℓのごみ
袋です。
　ごみ袋を受け取
るには、環境住宅課窓口で申請が必要で
す。申請時にごみ袋回収場所の確認や分
別方法などの注意事項も説明します。
　詳しくは問い合わせてください。
▷�問い合わせ　環境・公園係（☎２２３‐
３５３８）

中央公民館講座
「芦屋釜 600 年の旅～室町から現代へ～」
　リニューアルし
た芦屋釜の里の資
料館で、重要文化
財指定芦屋釜をは
じめとする茶の湯
釜の名品を詳しく
解説します。
▷�とき　12月 14日土・午前９時～ 11時
▷�ところ　芦屋釜の里
▷��講師　新郷英弘さん（芦屋釜の里館長・
学芸員）
▷��定員　30人（事前申し込み先着順）
▷�参加費　抹茶代４００円（高校生以下
３００円）
▷��申し込み　11 月 26 日火から・午前９
時～午後５時に中央公民館窓口または
電話（☎２２２‐１６８１）で受け付け。
※月曜日は休館です。

ギャラリーあしやワークショップ　
「クリスマスリース講座」
　初心者でも簡単にできる、布を
使ったかわいいクリスマスリースを
作る講座です。
▷�とき　12月 21日土・午後１時
～３時
▷�ところ　中央公民館３階
▷��対象　小学生以上（小学３年生
以下は保護者同伴）
▷��定員　10人（事前申し込み先着順）
▷��参加費　１００円（材料代）
▷��申し込み　11月 30日土～12月19日木・午前９時～午後
５時に、中央公民館窓口または電話（☎２２２‐１６８１）
で受け付け。
※月曜日は休館です。
※一度の申し込みで、最大２人まで受け付けできます。

100歳おめでとうございます

　小川繁
しげゆき
行さん（江川台）

が満 100 歳を迎えられ
ました。７人兄弟の長男
として佐賀県鳥

と す

栖市で生
まれ、17 歳で満州開拓
団として家族と中国に渡
りました。18 歳のとき
に事故で父を亡くし、家
族を養うのに大変苦労し
たそうで、「当時は猟銃
で鳥を射って食べた。戦後に猟銃を禁止されてから
は、リスを捕まえて食べていた」と話していました。
日本に戻ってからも身を粉にして働き、おかげでこ
ども４人、孫 10 人、ひ孫 17 人、玄

やしゃご

孫５人に恵ま
れたとのこと。長生きの秘訣は、くよくよしないこ
とだそうです。最近は読書や新聞、趣味の俳句作り
をして過ごしているとのこと。食事もおいしく、晩
酌に梅酒を一杯飲むのが楽しみだそうです。「妻と
２人で 100 歳の誕生日を迎えることを目標にして
いたが、３年前に亡くなりました。お祝いに集まっ
てくれたみんなとの集合写真を見ても、ひとり足り
ないと思ってしまう」と、夫婦仲がよかったことを
話してくれました。


